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中学生模擬議会中学生模擬議会小値賀中学校小値賀中学校
３ 年 生３ 年 生

１班 公園で、みんなの心と身体に幸せを！

11/2611/26
開催開催

　
現
在
、
本
町
に
は
多
く
の
公
園
が
あ
る

　
現
在
、
本
町
に
は
多
く
の
公
園
が
あ
る

が
、
利
用
者
の
少
な
い
公
園
も
あ
る
。
先

が
、
利
用
者
の
少
な
い
公
園
も
あ
る
。
先

輩
も
こ
の
模
擬
議
会
の
場
で
質
問
し
て
い

輩
も
こ
の
模
擬
議
会
の
場
で
質
問
し
て
い

る
が
、
私
た
ち
も
公
園
の
現
状
を
改
善
す

る
が
、
私
た
ち
も
公
園
の
現
状
を
改
善
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　問問  

近
年
、
子
供
の
運
動
不
足
が
問
題
と

近
年
、
子
供
の
運
動
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
公
園

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
公
園

の
遊
具
の
減
少
が
あ
る
と
思
う
。

の
遊
具
の
減
少
が
あ
る
と
思
う
。

　
本
町
で
も
赤
浜
・
前
浜
公
園
の
遊
具
が

　
本
町
で
も
赤
浜
・
前
浜
公
園
の
遊
具
が

撤
去
さ
れ
、
現
在
、
遊
具
が
充
実
し
て
い

撤
去
さ
れ
、
現
在
、
遊
具
が
充
実
し
て
い

る
公
園
は
西
町
公
園
と
浦
町
公
園
だ
け

る
公
園
は
西
町
公
園
と
浦
町
公
園
だ
け

だ
。
そ
の
た
め
運
動
す
る
機
会
が
減
り
、

だ
。
そ
の
た
め
運
動
す
る
機
会
が
減
り
、

家
に
い
る
時
間
が
増
え
た
の
で
は
な
い

家
に
い
る
時
間
が
増
え
た
の
で
は
な
い

か
。
か
。

　

ま
た
、
本
町
の
子
供
だ
け
で
は
な
く
、

　

ま
た
、
本
町
の
子
供
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
客
が
家
族
で
遊
べ
る
遊
具
が
な
く
、

観
光
客
が
家
族
で
遊
べ
る
遊
具
が
な
く
、

休
憩
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
い
こ
と
は

休
憩
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
い
こ
と
は

問
題
だ
と
思
う
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

問
題
だ
と
思
う
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答答  

現
在
、
本
町
で
遊
具
施
設
の
あ
る
児

現
在
、
本
町
で
遊
具
施
設
の
あ
る
児

童
公
園
は
西
町
、
浦
町
、
柳
及
び
斑
の
４

童
公
園
は
西
町
、
浦
町
、
柳
及
び
斑
の
４

か
所
。
以
前
は
８
か
所
あ
っ
た
が
、
老
朽

か
所
。
以
前
は
８
か
所
あ
っ
た
が
、
老
朽

化
な
ど
に
よ
り
撤
去
縮
小
し
て
き
た
。

化
な
ど
に
よ
り
撤
去
縮
小
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊

　
そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
町
と

べ
る
場
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
町
と

し
て
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
て
も
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

小 﨑小 﨑
紗理奈紗理奈

松 原松 原
悠 斗悠 斗

野 澤野 澤
玖 太玖 太

問問  

文
部
科
学
省
の
体
力
・
運
動
能
力
の

文
部
科
学
省
の
体
力
・
運
動
能
力
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
週
に

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
週
に11

日
以
上

日
以
上

運
動
す
る
と
答
え
た
人
の
割
合
は
減
少
傾

運
動
す
る
と
答
え
た
人
の
割
合
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
浜
・
赤
浜
公

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
浜
・
赤
浜
公

園
に
も
遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
運
動

園
に
も
遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
運
動

す
る
場
や
、
外
へ
出
る
き
っ
か
け
作
り
の

す
る
場
や
、
外
へ
出
る
き
っ
か
け
作
り
の

場
と
し
て
利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と

場
と
し
て
利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と

思
う
。

思
う
。

　
ま
た
、
青
山
学
院
大
学
の
論
文
に
よ
る

　
ま
た
、
青
山
学
院
大
学
の
論
文
に
よ
る

と
、
運
動
と
学
力
に
は
正
の
相
関
が
あ
る

と
、
運
動
と
学
力
に
は
正
の
相
関
が
あ
る

と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
遊
具
の
設
置
に
は

と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
遊
具
の
設
置
に
は

場
所
や
費
用
を
要
す
る
が
、
外
で
遊
び
運

場
所
や
費
用
を
要
す
る
が
、
外
で
遊
び
運

動
す
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
学
力
の
向
上

動
す
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
学
力
の
向
上

に
も
繋
が
る
と
思
う
。

に
も
繋
が
る
と
思
う
。

　
赤
浜
・
前
浜
公
園
な
ど
に
遊
具
を
設
置

　
赤
浜
・
前
浜
公
園
な
ど
に
遊
具
を
設
置

し
、
有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

し
、
有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

答答  

総
合
計
画
や
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

総
合
計
画
や
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
作
る
中
で
、
多
く
の
町
民
の
意

業
計
画
を
作
る
中
で
、
多
く
の
町
民
の
意

見
に
も
、
公
園
や
雨
の
日
も
遊
べ
る
場
所

見
に
も
、
公
園
や
雨
の
日
も
遊
べ
る
場
所

の
整
備
、
全
年
齢
の
集
い
の
場
と
し
て
、

の
整
備
、
全
年
齢
の
集
い
の
場
と
し
て
、

総
合
的
な
遊
具
施
設
の
整
備
を
望
む
声
が

総
合
的
な
遊
具
施
設
の
整
備
を
望
む
声
が

あ
る
。

あ
る
。

　
ど
の
公
園
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
協

　
ど
の
公
園
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
協

議
検
討
し
て
い
る
段
階
だ
。
そ
の
中
で
、

議
検
討
し
て
い
る
段
階
だ
。
そ
の
中
で
、

赤
浜・前
浜
公
園
も
候
補
に
な
っ
て
い
る
。

赤
浜・前
浜
公
園
も
候
補
に
な
っ
て
い
る
。

問問  

本
町
の
高
齢
化
率
は
令
和
５

本
町
の
高
齢
化
率
は
令
和
５

年
度
で

年
度
で
5252・３
％
と
か
な
り
高
い
。

・３
％
と
か
な
り
高
い
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
誰
も
が
利
用

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
「
健
康
遊
具
」
の
設
置

し
や
す
い
「
健
康
遊
具
」
の
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
高
齢

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
高
齢

者
が
休
憩
で
き
る
椅
子
や
ベ
ン
チ

者
が
休
憩
で
き
る
椅
子
や
ベ
ン
チ

も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生

　
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保

涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保

持
・
増
進
す
る
た
め
に
、
施
設
を

持
・
増
進
す
る
た
め
に
、
施
設
を

充
実
さ
せ
、
運
動
に
触
れ
合
う
機

充
実
さ
せ
、
運
動
に
触
れ
合
う
機

会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

答答  

高
い
高
齢
化
率
の
本
町
で
は
、

高
い
高
齢
化
率
の
本
町
で
は
、

健
康
維
持
増
進
も
重
要
な
課
題

健
康
維
持
増
進
も
重
要
な
課
題

だ
。
誰
も
が
利
用
で
き
る
健
康
遊

だ
。
誰
も
が
利
用
で
き
る
健
康
遊

具
や
ベ
ン
チ
の
設
置
も
必
要
だ
と

具
や
ベ
ン
チ
の
設
置
も
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

考
え
て
い
る
。

　
総
合
的
な
遊
具
施
設
の
協
議
の

　
総
合
的
な
遊
具
施
設
の
協
議
の

中
で
、
全
年
齢
型
健
康
遊
具
や
、

中
で
、
全
年
齢
型
健
康
遊
具
や
、

子
供
が
年
齢
に
応
じ
て
遊
べ
る
遊

子
供
が
年
齢
に
応
じ
て
遊
べ
る
遊

具
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、
安

具
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、
安

全
性
の
確
保
や
設
置
費
用
、
維
持

全
性
の
確
保
や
設
置
費
用
、
維
持

管
理
費
、
設
置
場
所
の
選
定
な
ど

管
理
費
、
設
置
場
所
の
選
定
な
ど

多
く
の
課
題
も
あ
る
。

多
く
の
課
題
も
あ
る
。

　
公
園
は
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

　
公
園
は
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
交
流
が
で
き
る
場
で

幅
広
い
世
代
交
流
が
で
き
る
場
で

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
繋
が
る
。

性
化
に
繋
が
る
。

　

町
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

　

町
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

安
全
で
快
適
な
公
園
環
境
の
整
備

安
全
で
快
適
な
公
園
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
く
。

に
努
め
て
い
く
。

問問  

令
和
９
年
度
ま
で
に
遊
具
の

令
和
９
年
度
ま
で
に
遊
具
の

設
置
な
ど
計
画
し
て
い
る
と
あ
っ

設
置
な
ど
計
画
し
て
い
る
と
あ
っ

た
が
、安
全
面
の
課
題
が
あ
る
中
、

た
が
、安
全
面
の
課
題
が
あ
る
中
、

ど
ん
な
対
策
を
考
え
、
ど
ん
な
遊

ど
ん
な
対
策
を
考
え
、
ど
ん
な
遊

具
を
設
置
す
る
予
定
か
。

具
を
設
置
す
る
予
定
か
。

答答  

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
国
の

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
国
の

基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
毎
年
、

基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
毎
年
、

児
童
公
園
の
点
検
を
行
っ
て
い

児
童
公
園
の
点
検
を
行
っ
て
い

る
。
る
。

遊
具
な
ど
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

遊
具
な
ど
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
意
見
を
聞
き
、
望
み
に
添

町
民
の
意
見
を
聞
き
、
望
み
に
添

え
る
よ
う
取
り
組
む
。

え
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
事
務
所
長
）

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
事
務
所
長
）

  

遊
具
の
設
置
に
よ
り

遊
具
の
設
置
に
よ
り

　
　
　
学
力
向
上
が
期
待
さ
れ
る

　
　
　
学
力
向
上
が
期
待
さ
れ
る

  

具
体
的
な
遊
具
設
置
の

具
体
的
な
遊
具
設
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
は

総
合
的
な
遊
具
施
設
の

総
合
的
な
遊
具
施
設
の

　
令
和
９
年
度
完
成
を

　
令
和
９
年
度
完
成
を

　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

問問  

小
値
賀
な
ら
で
は
の
、
自
然

小
値
賀
な
ら
で
は
の
、
自
然

を
活
か
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

を
活
か
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

を
設
置
す
る
予
定
は
。

を
設
置
す
る
予
定
は
。

答答  

耐
久
性
、
安
全
面
に
課
題
は

耐
久
性
、
安
全
面
に
課
題
は

あ
る
が
、
実
際
に
遊
ぶ
年
代
の
皆

あ
る
が
、
実
際
に
遊
ぶ
年
代
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
す
る

さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
事
務
所
長
）

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
事
務
所
長
）

  

子
供
の
運
動
不
足
は

子
供
の
運
動
不
足
は

　
公
園
の
遊
具
減
少
が
一
因
で
は

　
公
園
の
遊
具
減
少
が
一
因
で
は

議 員議 員

　小値賀中学校では郷土小値賀について学んだことを基　小値賀中学校では郷土小値賀について学んだことを基
に、自分の将来と小値賀町の未来について真剣に深く前向に、自分の将来と小値賀町の未来について真剣に深く前向
きに考えていけるようキャリア教育を進めています。きに考えていけるようキャリア教育を進めています。
　１年生で学んだ小値賀学、２年生の職場体験学習、そし　１年生で学んだ小値賀学、２年生の職場体験学習、そし
て３年生で小値賀の未来について考える。その集大成の一て３年生で小値賀の未来について考える。その集大成の一
つが、議場で執行部を前に一般質問を行う「模擬議会」です。つが、議場で執行部を前に一般質問を行う「模擬議会」です。

議 員議 員 議 員議 員

「中学生模擬議会」「中学生模擬議会」
　　　　　　　　　とは？　　　　　　　　　とは？

赤浜公園にも立派な遊具があった

  

小
値
賀
な
ら
で
は
の

小
値
賀
な
ら
で
は
の

　
　
　
遊
具
設
置
の
予
定
は

　
　
　
遊
具
設
置
の
予
定
は



中 学 生 模 擬 議 会中 学 生 模 擬 議 会
(2/4)(2/4)

2班 大島分校の現在は小値賀の未来だ！

　
北
松
西
校
は
、
本
町
の
教
育
や
将
来
を

　
北
松
西
校
は
、
本
町
の
教
育
や
将
来
を

支
え
る
大
切
な
存
在
だ
。
小
中
高
一
貫
教

支
え
る
大
切
な
存
在
だ
。
小
中
高
一
貫
教

育
は
も
ち
ろ
ん
、
小
値
賀
の
子
供
た
ち
に

育
は
も
ち
ろ
ん
、
小
値
賀
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
は
、
進
学
・
学
び
の
場
と
し
て
欠

と
っ
て
は
、
進
学
・
学
び
の
場
と
し
て
欠

か
せ
な
い
。

か
せ
な
い
。

　

本
町
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

　

本
町
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

北
松
西
校
の
生
徒
数
も
現
在

北
松
西
校
の
生
徒
数
も
現
在
1919
名
と
減
少

名
と
減
少

す
る
一
方
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
北
松
西
校

す
る
一
方
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
北
松
西
校

は
廃
校
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

は
廃
校
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

問問  

北
松
西
校
存
続
の
た
め
に
、
現
在
ど

北
松
西
校
存
続
の
た
め
に
、
現
在
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
総
合
計
画
で
は
一
学
年

　
ま
た
総
合
計
画
で
は
一
学
年
1515
名
と
さ

名
と
さ

れ
て
い
る
が
、

れ
て
い
る
が
、
1515
名
に
届
い
て
い
な
い
の

名
に
届
い
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

が
現
状
だ
。
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

る
か
。

答答  

北
松
西
高
校
は
、
小
中
高
一
貫
教
育

北
松
西
高
校
は
、
小
中
高
一
貫
教
育

に
よ
り
幼
い
頃
か
ら
地
域
と
関
わ
り
な
が

に
よ
り
幼
い
頃
か
ら
地
域
と
関
わ
り
な
が

ら
、
島
の
中
で
学
び
成
長
で
き
る
環
境
を

ら
、
島
の
中
で
学
び
成
長
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
く
上
で
、
非
常
に
重
要
な
存
在

整
え
て
い
く
上
で
、
非
常
に
重
要
な
存
在

だ
。
だ
。

　
北
松
西
校
が
な
く
な
れ
ば
、
将
来
の
本

　
北
松
西
校
が
な
く
な
れ
ば
、
将
来
の
本

町
を
支
え
る
人
材
が
減
る
だ
け
で
な
く
、

町
を
支
え
る
人
材
が
減
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。

地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。

　
総
合
計
画
の
一
学
年

　
総
合
計
画
の
一
学
年
1515
名
と
い
う
目
標

名
と
い
う
目
標

に
は
現
状
達
し
て
い
な
い
が
、
子
育
て
世

に
は
現
状
達
し
て
い
な
い
が
、
子
育
て
世

代
の
移
住
定
住
施
策
や
、
子
供
た
ち
が
健

代
の
移
住
定
住
施
策
や
、
子
供
た
ち
が
健

や
か
に
学
び
、
育
つ
環
境
づ
く
り
の
両
面

や
か
に
学
び
、
育
つ
環
境
づ
く
り
の
両
面

か
ら
総
合
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

か
ら
総
合
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

神 﨑神 﨑
楓楓

小 﨑小 﨑
楓 花楓 花

小 﨑小 﨑
里緒奈里緒奈

問問  

離
島
留
学
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
中

離
島
留
学
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
中

学
校
に
も
留
学
生
が
来
て
い
て
私
た
ち
も

学
校
に
も
留
学
生
が
来
て
い
て
私
た
ち
も

嬉
し
い
。
北
松
西
校
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

嬉
し
い
。
北
松
西
校
で
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
り
、
東
京
・
大
阪
で
の

ラ
ム
を
活
用
し
た
り
、
東
京
・
大
阪
で
の

留
学
説
明
会
に
参
加
す
る
な
ど
の
ア
ピ
ー

留
学
説
明
会
に
参
加
す
る
な
ど
の
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

ル
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
け
ば
、
北

　
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
け
ば
、
北

松
西
校
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

松
西
校
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
、
入
学
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
と

き
、
入
学
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。
今
年
は
留
学
希
望
者
が
増
え
て
い

思
う
。
今
年
は
留
学
希
望
者
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

答答  

北
松
西
高
校
の
「
少
人
数
の
き
め
細

北
松
西
高
校
の
「
少
人
数
の
き
め
細

か
な
授
業
」、「
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

か
な
授
業
」、「
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

の
学
び
」、「
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
、

の
学
び
」、「
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
、

留
学
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
取
組
が
全
国

留
学
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
取
組
が
全
国

に
伝
わ
り
始
め
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

に
伝
わ
り
始
め
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

と
感
じ
て
い
る
。

問問  

小
値
賀
小
学
校
大
島
分
校
で

小
値
賀
小
学
校
大
島
分
校
で

は
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
や
、
他

は
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
や
、
他

学
年
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
楽
し

学
年
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ん
だ
。

く
学
ん
だ
。

　
現
在
、
大
島
分
校
で
は
児
童
１

　
現
在
、
大
島
分
校
で
は
児
童
１

名
、
先
生
２
名
と
い
う
状
態
だ
。

名
、
先
生
２
名
と
い
う
状
態
だ
。

こ
の
ま
ま
で
は
２
年
後
に
は
児
童

こ
の
ま
ま
で
は
２
年
後
に
は
児
童

が
い
な
く
な
る
。
そ
の
場
合
、
大

が
い
な
く
な
る
。
そ
の
場
合
、
大

島
分
校
は
ど
う
な
る
の
か
。

島
分
校
は
ど
う
な
る
の
か
。

答答  

大
島
分
校
は
地
域
と
の
結
び

大
島
分
校
は
地
域
と
の
結
び

つ
き
が
深
く
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

つ
き
が
深
く
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

子
供
た
ち
を
育
て
て
き
た
大
切
な

子
供
た
ち
を
育
て
て
き
た
大
切
な

場
所
だ
。
し
か
し
、
現
状
で
は
閉

場
所
だ
。
し
か
し
、
現
状
で
は
閉

校
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

校
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

問問  

閉
校
の
場
合
、
分
校
の
備
品

閉
校
の
場
合
、
分
校
の
備
品

は
小
値
賀
小
学
校
に
戻
す
の
か
。

は
小
値
賀
小
学
校
に
戻
す
の
か
。

答答  

使
わ
れ
て
い
た
備
品
は
小
値

使
わ
れ
て
い
た
備
品
は
小
値

賀
小
学
校
に
戻
す
な
ど
、
適
切
に

賀
小
学
校
に
戻
す
な
ど
、
適
切
に

利
用
す
る
。

利
用
す
る
。

問問  

閉
校
後
の
活
用
方
法
は
考
え

閉
校
後
の
活
用
方
法
は
考
え

て
い
る
か
。
母
校
で
あ
る
大
島
分

て
い
る
か
。
母
校
で
あ
る
大
島
分

校
が
、
大
島
の
人
や
帰
省
し
た
方

校
が
、
大
島
の
人
や
帰
省
し
た
方

が
利
活
用
で
き
る
存
在
で
あ
っ
て

が
利
活
用
で
き
る
存
在
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

ほ
し
い
。

答答  

校
舎
や
遊
具
、
運
動
場
な
ど

校
舎
や
遊
具
、
運
動
場
な
ど

の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

は
、
地
元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

検
討
し
て
い
く
。

　
大
島
分
校
の
廃
校
を
避
け
る
た

　
大
島
分
校
の
廃
校
を
避
け
る
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
児
童
確
保
が

め
に
は
、
何
よ
り
も
児
童
確
保
が

大
き
な
課
題
だ
。
そ
の
解
決
の
一

大
き
な
課
題
だ
。
そ
の
解
決
の
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
孫
留
学
制
度

つ
の
方
法
と
し
て
、
孫
留
学
制
度

が
あ
る
。

が
あ
る
。

　
こ
の
制
度
を
大
島
地
区
の
皆
さ

　
こ
の
制
度
を
大
島
地
区
の
皆
さ

ん
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

ん
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問問  

大
島
に
は
改
修
し
た
体
育
館

大
島
に
は
改
修
し
た
体
育
館

が
あ
る
が
、
閉
校
し
て
も
避
難
所

が
あ
る
が
、
閉
校
し
て
も
避
難
所

と
し
て
活
用
で
き
る
と
聞
い
た
。

と
し
て
活
用
で
き
る
と
聞
い
た
。

そ
の
場
合
、
体
育
館
の
管
理
は
誰

そ
の
場
合
、
体
育
館
の
管
理
は
誰

が
す
る
の
か
。

が
す
る
の
か
。

答答  

大
島
の
体
育
館
は
、
台
風
な

大
島
の
体
育
館
は
、
台
風
な

ど
の
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

ど
の
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

お
り
、
今
現
在
も
避
難
所
と
し
て

お
り
、
今
現
在
も
避
難
所
と
し
て

の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　
今
後
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

　
今
後
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な

は
、
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
改
修
し
た
ば
か
り
の
体
育

い
が
、
改
修
し
た
ば
か
り
の
体
育

館
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
大
切
に

館
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
大
切
に

し
な
が
ら
、
体
制
を
整
え
て
い
く

し
な
が
ら
、
体
制
を
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。　
　

必
要
が
あ
る
。　
　
（
教
育
次
長
）

（
教
育
次
長
）

問問  

留
学
生
で
生
徒
数
を
確
保
す

留
学
生
で
生
徒
数
を
確
保
す

る
考
え
だ
が
、
寮
の
定
員
が
満
員

る
考
え
だ
が
、
寮
の
定
員
が
満
員

に
な
れ
ば
そ
れ
以
上
の
受
け
入
れ

に
な
れ
ば
そ
れ
以
上
の
受
け
入
れ

は
難
し
い
。
今
後
の
対
応
は
。

は
難
し
い
。
今
後
の
対
応
は
。

  

児
童
１
名
の
大
島
分
校
は

児
童
１
名
の
大
島
分
校
は

　
　
　
今
後
ど
う
な
る
の
か

　
　
　
今
後
ど
う
な
る
の
か

子
ど
も
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
は

　
町
の
未
来
そ
の
も
の

　
町
の
未
来
そ
の
も
の

　
　
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

　
　
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

　
　
　
教
育
行
政
に
取
り
組
み
ま
す

　
　
　
教
育
行
政
に
取
り
組
み
ま
す

答答  

ち
か
ま
る
寮
と
は
別
に
、
セ

ち
か
ま
る
寮
と
は
別
に
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
寮
に
改
築
す
る

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
寮
に
改
築
す
る

予
定
だ
。
ま
た
、
孫
留
学
制
度
の

予
定
だ
。
ま
た
、
孫
留
学
制
度
の

ほ
か
、
親
子
で
一
緒
に
来
て
い
た

ほ
か
、
親
子
で
一
緒
に
来
て
い
た

だ
く
よ
う
な
制
度
も
検
討
し
て
い

だ
く
よ
う
な
制
度
も
検
討
し
て
い

る
。
ま
ず
は
、
ふ
る
さ
と
留
学
の

る
。
ま
ず
は
、
ふ
る
さ
と
留
学
の

寮
の
定
員
を
満
た
し
た
い
。

寮
の
定
員
を
満
た
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
次
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
次
長
）

問問  

留
学
生
が
増
え
る
と
思
う
が
、

留
学
生
が
増
え
る
と
思
う
が
、

寮
の
受
け
入
れ
体
制
の
準
備
は
順

寮
の
受
け
入
れ
体
制
の
準
備
は
順

調
か
。

調
か
。

答答  

準
備
は
し
っ
か
り
進
め
て
い

準
備
は
し
っ
か
り
進
め
て
い

る
。
男
子
寮
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ

る
。
男
子
寮
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
工
事
業
者
も
決
ま
っ
た
。

ウ
ス
の
工
事
業
者
も
決
ま
っ
た
。

一
方
、
受
け
入
れ
体
制
は
整
え
て

一
方
、
受
け
入
れ
体
制
は
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。　

い
る
と
こ
ろ
だ
。　
（
教
育
次
長
）

（
教
育
次
長
）

  

高
校
存
続
の
た
め
の
取
り
組
み
は

高
校
存
続
の
た
め
の
取
り
組
み
は

(5) (4)

  

離
島
留
学
希
望
者
増
の
理
由
は

離
島
留
学
希
望
者
増
の
理
由
は

議 員議 員 議 員議 員 議 員議 員

小値賀中学校小値賀中学校
３ 年 生３ 年 生

「ちかまる寮」の外壁塗装には
寮生も関わった

大島は島民全員が PTA 会員となり
島全体で子供の成長を支えている



3班 歴史民俗資料館の知名度を上げよう！

　
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
本
町
の
歴
史
を

　
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
本
町
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
場
だ
。
小
田
家
の
住

知
る
こ
と
が
で
き
る
場
だ
。
小
田
家
の
住

ま
い
や
旧
野
首
教
会
の
信
徒
の
品
々
、
遺

ま
い
や
旧
野
首
教
会
の
信
徒
の
品
々
、
遺

跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
器
な
ど
、
実
際
に

跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
器
な
ど
、
実
際
に

見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
本
当
に
貴
重
な
町

見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
本
当
に
貴
重
な
町

の
財
産
で
大
き
な
魅
力
だ
。

の
財
産
で
大
き
な
魅
力
だ
。

　
令
和
６
年
度
は
１
４
６
１
名
が
資
料
館

　
令
和
６
年
度
は
１
４
６
１
名
が
資
料
館

を
訪
れ
た
と
聞
い
た
。
９
月
に
笛
吹
で

を
訪
れ
た
と
聞
い
た
。
９
月
に
笛
吹
で

行
っ
た
約

行
っ
た
約
6060
名
へ
の
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

名
へ
の
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
結
果
、
様
々
な
現
状
把
握
が
で
き
た
。

の
結
果
、
様
々
な
現
状
把
握
が
で
き
た
。

　

資
料
館
が
観
光
の
目
玉
と
し
て
の
イ

　

資
料
館
が
観
光
の
目
玉
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
町
の
歴

メ
ー
ジ
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
町
の
歴

史
の
魅
力
を
語
る
資
料
館
を
今
以
上
に
活

史
の
魅
力
を
語
る
資
料
館
を
今
以
上
に
活

用
し
、
観
光
客
の
利
用
増
の
た
め
に
も
質

用
し
、
観
光
客
の
利
用
増
の
た
め
に
も
質

問
す
る
。

問
す
る
。

問問  

資
料
館
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で

資
料
館
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で

身
近
に
歴
史
を
知
る
機
会
に
な
り
、
観
光

身
近
に
歴
史
を
知
る
機
会
に
な
り
、
観
光

客
だ
け
で
な
く
町
民
の
方
の
興
味
関
心
が

客
だ
け
で
な
く
町
民
の
方
の
興
味
関
心
が

得
ら
れ
る
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

得
ら
れ
る
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
4444

名
中
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
行
く
人
は

名
中
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
行
く
人
は
2626

名
と
半
数
を
超
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

名
と
半
数
を
超
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

効
果
が
分
か
る
。

効
果
が
分
か
る
。

　

資
料
館
か
ら
本
町
の
歴
史
を
発
信
し
、

　

資
料
館
か
ら
本
町
の
歴
史
を
発
信
し
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
ま
た
行
き
た
い
、
そ

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
ま
た
行
き
た
い
、
そ

ん
な
気
持
ち
を
引
き
出
せ
た
ら
と
思
う
。

ん
な
気
持
ち
を
引
き
出
せ
た
ら
と
思
う
。

　
本
町
は
、
資
料
館
の
あ
り
方
を
今
後
ど

　
本
町
は
、
資
料
館
の
あ
り
方
を
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。
利
用
者
を
増
や
す
よ

う
し
て
い
く
の
か
。
利
用
者
を
増
や
す
よ

う
な
計
画
は
あ
る
か
。

う
な
計
画
は
あ
る
か
。

中 野中 野
夏 希夏 希

三 浦三 浦
珠 里珠 里

橋 本橋 本
智 大智 大

答答  

資
料
館
の
令
和
６
年
度
来
館
者
の
う

資
料
館
の
令
和
６
年
度
来
館
者
の
う

ち
約
ち
約
8787
％
が
観
光
客
だ
。
一
方
、
町
民
に

％
が
観
光
客
だ
。
一
方
、
町
民
に

は
魅
力
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が

は
魅
力
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。

現
状
だ
。

　
資
料
館
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
と
て

　
資
料
館
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
と
て

も
良
い
考
え
だ
と
思
う
。
今
後
は
、
よ
り

も
良
い
考
え
だ
と
思
う
。
今
後
は
、
よ
り

多
く
の
方
に
気
軽
に
参
加
頂
け
る
よ
う
な

多
く
の
方
に
気
軽
に
参
加
頂
け
る
よ
う
な

企
画
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い

企
画
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い

た
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

た
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

問問  

戦
時
中
に
本
町
で
起
き
た
被
害
と
し

戦
時
中
に
本
町
で
起
き
た
被
害
と
し

て
、
唐
見
﨑
空
襲
が
あ
る
。

て
、
唐
見
﨑
空
襲
が
あ
る
。

　
戦
後

　
戦
後
8080
年
の
今
、
長
崎
新
聞
で
も
取
り

年
の
今
、
長
崎
新
聞
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
の
空
襲
の
痕
跡
の
残
る

上
げ
ら
れ
た
こ
の
空
襲
の
痕
跡
の
残
る

品
々
や
、
実
際
に
空
襲
に
関
わ
っ
た
場
所

品
々
や
、
実
際
に
空
襲
に
関
わ
っ
た
場
所

に
つ
い
て
の
資
料
を
資
料
館
に
置
く
こ
と

に
つ
い
て
の
資
料
を
資
料
館
に
置
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

は
で
き
な
い
か
。

　
今
後
、
戦
争
体
験
を
聞
く
こ
と

　
今
後
、
戦
争
体
験
を
聞
く
こ
と

が
難
し
く
な
る
な
か
、
本
町
で
実

が
難
し
く
な
る
な
か
、
本
町
で
実

際
に
起
き
た
こ
と
を
残
し
、
資
料

際
に
起
き
た
こ
と
を
残
し
、
資
料

館
を
通
じ
て
人
の
命
・
平
和
に
つ

館
を
通
じ
て
人
の
命
・
平
和
に
つ

い
て
学
ん
で
ほ
し
い
。

い
て
学
ん
で
ほ
し
い
。

答答  

本
町
に
お
け
る
戦
争
被
害
の

本
町
に
お
け
る
戦
争
被
害
の

記
録
は
、
歴
史
の
中
で
も
非
常
に

記
録
は
、
歴
史
の
中
で
も
非
常
に

貴
重
で
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の

貴
重
で
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
だ
。

で
き
な
い
も
の
だ
。

　
し
か
し
、
指
摘
の
と
お
り
、
戦

　
し
か
し
、
指
摘
の
と
お
り
、
戦

争
を
体
験
し
た
方
々
は
年
々
減
っ

争
を
体
験
し
た
方
々
は
年
々
減
っ

て
い
る
。
今
後
は
そ
の
大
切
な
記

て
い
る
。
今
後
は
そ
の
大
切
な
記

憶
を
、
形
と
し
て
残
し
て
行
き
た

憶
を
、
形
と
し
て
残
し
て
行
き
た

い
。
い
。

　
教
育
委
員
会
も
今
後
、
地
域
の

　
教
育
委
員
会
も
今
後
、
地
域
の

方
々
と
連
携
し
、
戦
時
中
の
資
料

方
々
と
連
携
し
、
戦
時
中
の
資
料

や
証
言
な
ど
を
整
理
・
保
存
し
、

や
証
言
な
ど
を
整
理
・
保
存
し
、

終
戦
記
念
日
に
合
わ
せ
、
資
料
館

終
戦
記
念
日
に
合
わ
せ
、
資
料
館

で
紹
介
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

で
紹
介
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問問  

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

婦
人
会
の
方
が
資
料
館
の
清
掃
を

婦
人
会
の
方
が
資
料
館
の
清
掃
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
資
料

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
資
料

館
は
町
の
税
金
で
支
え
ら
れ
、
守

館
は
町
の
税
金
で
支
え
ら
れ
、
守

ろ
う
と
行
動
す
る
方
々
の
善
意
に

ろ
う
と
行
動
す
る
方
々
の
善
意
に

よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
当
た
り

よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
当
た
り

前
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

前
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
資
料
館
な
ど
の
大
切
な
建
造
物

　
資
料
館
な
ど
の
大
切
な
建
造
物

を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
考
え
て
い
る
か
。

み
を
考
え
て
い
る
か
。

答答  

現
在
、
資
料
館
の
維
持
管
理

現
在
、
資
料
館
の
維
持
管
理

は
、
管
理
人
一
人
が
日
々
の
清
掃

は
、
管
理
人
一
人
が
日
々
の
清
掃

や
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
年
に
一

や
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
年
に
一

度
、
婦
人
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

度
、
婦
人
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

全
体
の
掃
除
を
し
て
頂
い
て
い

全
体
の
掃
除
を
し
て
頂
い
て
い

る
。
る
。

　

皆
さ
ん
の
よ
う
に
調
べ
考
え
、

　

皆
さ
ん
の
よ
う
に
調
べ
考
え
、

未
来
に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢

未
来
に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
、
文
化
を
守
る
力
と
な
る
。
こ

が
、
文
化
を
守
る
力
と
な
る
。
こ

れ
か
ら
も
町
の
歴
史
や
文
化
、
地

れ
か
ら
も
町
の
歴
史
や
文
化
、
地

域
の
誇
り
を
次
の
世
代
に
繋
げ
て

域
の
誇
り
を
次
の
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
、真
剣
に
取
り
組
む
。

い
け
る
よ
う
、真
剣
に
取
り
組
む
。

問問  

本
町
の
空
襲
の
資
料
を
資
料

本
町
の
空
襲
の
資
料
を
資
料

館
の
一
部
に
常
設
で
き
な
い
か
。

館
の
一
部
に
常
設
で
き
な
い
か
。

答答  

戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
、
平
和

戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
、
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
る
企
画
展
を
計
画

の
尊
さ
を
伝
え
る
企
画
展
を
計
画

す
る
。
一
年
中
の
展
示
は
難
し
い

す
る
。
一
年
中
の
展
示
は
難
し
い

が
、
毎
年
、
期
間
限
定
企
画
で
対

が
、
毎
年
、
期
間
限
定
企
画
で
対

応
す
る
。　

応
す
る
。　
　
　
　
（
教
育
次
長
）

　
　
　
（
教
育
次
長
）

問問  

資
料
館
に
関
す
る
文
書
や
新

資
料
館
に
関
す
る
文
書
や
新

聞
は
図
書
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る

聞
は
図
書
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る

が
、
写
真
や
映
像
な
ど
は
ど
う
保

が
、
写
真
や
映
像
な
ど
は
ど
う
保

存
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
誰
も
が

存
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
誰
も
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
公
開
す
る
こ
と

見
ら
れ
る
よ
う
に
公
開
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
る
か
。

は
考
え
て
い
る
か
。

答答  

重
要
書
類
な
ど
は
適
切
に
保

重
要
書
類
な
ど
は
適
切
に
保

管
し
て
い
る
。
写
真
や
映
像
な
ど

管
し
て
い
る
。
写
真
や
映
像
な
ど

の
保
存
は
、
技
術
を
要
す
る
部
分

の
保
存
は
、
技
術
を
要
す
る
部
分

と
、
保
管
環
境
を
整
え
て
い
く
課

と
、
保
管
環
境
を
整
え
て
い
く
課

題
は
あ
る
が
必
要
だ
。
公
開
方
法

題
は
あ
る
が
必
要
だ
。
公
開
方
法

資
料
館
の
魅
力
が

資
料
館
の
魅
力
が

　
多
く
の
人
に
伝
わ
る
よ
う

　
多
く
の
人
に
伝
わ
る
よ
う

　
　
資
料
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

　
　
資
料
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
ま
す

も
企
画
展
な
ど
で
、
少
し
で
も
本

も
企
画
展
な
ど
で
、
少
し
で
も
本

町
の
歴
史
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

町
の
歴
史
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

作
っ
て
行
く
。　

作
っ
て
行
く
。　
（
教
育
次
長
）

（
教
育
次
長
）

問問  

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
資
料
館
の
パ

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
資
料
館
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
は
。

ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
は
。

　
観
光
客
が
、
小
値
賀
に
つ
い
て

　
観
光
客
が
、
小
値
賀
に
つ
い
て

深
く
知
る
こ
と
に
繋
が
る
パ
ン
フ

深
く
知
る
こ
と
に
繋
が
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
取
る
こ
と
に
よ

レ
ッ
ト
を
手
に
取
る
こ
と
に
よ

り
、
小
値
賀
へ
の
興
味
を
深
め
る

り
、
小
値
賀
へ
の
興
味
を
深
め
る

の
で
は
な
い
か
。

の
で
は
な
い
か
。

　
そ
し
て
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
そ
し
て
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
あ
れ
ば
、
さ

に
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
効
果
が
高
ま
る
と
思
う
。

ら
に
効
果
が
高
ま
る
と
思
う
。

答答  

観
光
客
の
方
に
、パ
ン
フ
レ
ッ

観
光
客
の
方
に
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
情
報
を
効
果
的
に
伝
え

ト
な
ど
で
情
報
を
効
果
的
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
次
長
）

（
教
育
次
長
）

  

資
料
館
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

資
料
館
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

(6)(7)

  

唐
見
崎
空
襲
の
記
憶
を
伝
え
た
い

唐
見
崎
空
襲
の
記
憶
を
伝
え
た
い

  

資
料
館
保
存
の
取
組
は

資
料
館
保
存
の
取
組
は

議 員議 員 議 員議 員 議 員議 員

中 学 生 模 擬 議 会中 学 生 模 擬 議 会
(3/4)(3/4)

小値賀中学校小値賀中学校
３ 年 生３ 年 生

平成元年開館以来多くの方に
本町の歴史文化の魅力を伝えてきた

町民 観光客 参加する 参加しない

参加参加
するする

参加参加
しないしない

資料館でイベントがあれば資料館でイベントがあれば
参加するか（回答 44 人）参加するか（回答 44 人）

資料館来館者の資料館来館者の
島内外比率島内外比率

島島
民民

観光客観光客
87%87%

  

戦
争
資
料
の
常
設
を

戦
争
資
料
の
常
設
を

  

誰
も
が
資
料
を
見
れ
る
よ
う
に

誰
も
が
資
料
を
見
れ
る
よ
う
に

  

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
集
客
を

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
集
客
を

歴民は町民が支えている



4班 総合計画の認知を広げ住民参加の拡大を

　
本
町
に
は
、
住
む
人
が
満
足
感
を
持
ち

　
本
町
に
は
、
住
む
人
が
満
足
感
を
持
ち

な
が
ら
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

な
が
ら
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

た
め
の
、
第
５
次
小
値
賀
町
総
合
計
画
が

た
め
の
、
第
５
次
小
値
賀
町
総
合
計
画
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
未
来
会
議
や
ア
ン
ケ
ー

あ
る
。
こ
れ
は
、
未
来
会
議
や
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
通
し
町
民
の
意
見
や
思
い
を
反

ト
な
ど
を
通
し
町
民
の
意
見
や
思
い
を
反

映
し
て
作
ら
れ
た
計
画
で
あ
る
。

映
し
て
作
ら
れ
た
計
画
で
あ
る
。

問問  

総
合
計
画
の
中
に
海
岸
漂
着
物
に
対

総
合
計
画
の
中
に
海
岸
漂
着
物
に
対

す
る
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
今
年
の
夏
に

す
る
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
今
年
の
夏
に

白
浜
海
水
浴
場
に
行
っ
た
時
、
海
ご
み
が

白
浜
海
水
浴
場
に
行
っ
た
時
、
海
ご
み
が

大
量
に
流
れ
つ
い
て
お
り
観
光
客
が
泳
が

大
量
に
流
れ
つ
い
て
お
り
観
光
客
が
泳
が

ず
に
帰
る
姿
を
目
に
し
て
悲
し
か
っ
た
。

ず
に
帰
る
姿
を
目
に
し
て
悲
し
か
っ
た
。

　
過
去
の
模
擬
議
会
で
の
町
長
の
答
弁
に

　
過
去
の
模
擬
議
会
で
の
町
長
の
答
弁
に

は
、
海
ご
み
を
減
ら
す
取
組
と
し
て
、
小

は
、
海
ご
み
を
減
ら
す
取
組
と
し
て
、
小

中
高
一
貫
の
海
浜
清
掃
で
約
３
ト
ン
、
町

中
高
一
貫
の
海
浜
清
掃
で
約
３
ト
ン
、
町

内
一
斉
海
岸
清
掃
と
、
り
っ
ぱ
カ
ン
パ

内
一
斉
海
岸
清
掃
と
、
り
っ
ぱ
カ
ン
パ

ニ
ー
ズ
な
ど
で
約

ニ
ー
ズ
な
ど
で
約
2929
ト
ン
、
業
者
に
よ
る

ト
ン
、
業
者
に
よ
る

清
掃
で
約

清
掃
で
約
2121
ト
ン
回
収
と
挙
げ
て
い
た
。

ト
ン
回
収
と
挙
げ
て
い
た
。

　
課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

　
課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
今
後
は
業
者
に
よ
る
事
業
の

進
む
な
か
、
今
後
は
業
者
に
よ
る
事
業
の

拡
大
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
、

拡
大
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
、

町
民
の
意
識
を
高
め
て
い
く
と
あ
っ
た
。

町
民
の
意
識
を
高
め
て
い
く
と
あ
っ
た
。

　
本
町
は
、町
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

　
本
町
は
、町
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

今
後
海
ゴ
ミ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取

今
後
海
ゴ
ミ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答答  

本
町
の
海
岸
漂
着
物
へ
の
取
組
と
し

本
町
の
海
岸
漂
着
物
へ
の
取
組
と
し

て
、
一
斉
海
岸
清
掃
や
、
国
の
補
助
金
を

て
、
一
斉
海
岸
清
掃
や
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
た
業
者
に
よ
る
回
収
、
小
中
高
合

活
用
し
た
業
者
に
よ
る
回
収
、
小
中
高
合

同
海
岸
清
掃
、
り
っ
ぱ
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
や

同
海
岸
清
掃
、
り
っ
ぱ
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
回
収
等
が
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
回
収
等
が
あ
る
。

岩 坪岩 坪
沙 樹沙 樹

濵 田濵 田
乃 愛乃 愛

江 川江 川
ろ ころ こ

　
し
か
し
処
理
が
追
い
つ
か
ず
、
き
れ
い

　
し
か
し
処
理
が
追
い
つ
か
ず
、
き
れ
い

な
海
岸
が
漂
着
物
で
い
っ
ぱ
い
の
状
態
も

な
海
岸
が
漂
着
物
で
い
っ
ぱ
い
の
状
態
も

多
く
見
ら
れ
る
。

多
く
見
ら
れ
る
。

　
町
民
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
る
た
め

　
町
民
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
る
た
め

の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
海
洋
プ
ラ
ス

の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
研
究
の
第
一
人
者
・
磯
部
教

チ
ッ
ク
ご
み
研
究
の
第
一
人
者
・
磯
部
教

授
（
九
州
大
）
に
よ
る
海
ご
み
に
関
す
る

授
（
九
州
大
）
に
よ
る
海
ご
み
に
関
す
る

講
演
会
や
、
赤
浜・柿
の
浜・白
浜
に
「
海

講
演
会
や
、
赤
浜・柿
の
浜・白
浜
に
「
海

ご
み
拾
い
箱
」
を
設
置
し
、
少
し
で
も
漂

ご
み
拾
い
箱
」
を
設
置
し
、
少
し
で
も
漂

着
物
を
拾
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い

着
物
を
拾
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
る
。

　
ま
た
、
定
点
カ
メ
ラ
で
漂
着
ご
み
の
変

　
ま
た
、
定
点
カ
メ
ラ
で
漂
着
ご
み
の
変

動
を
調
査
し
、
回
収
の
効
率
化
や
コ
ス
ト

動
を
調
査
し
、
回
収
の
効
率
化
や
コ
ス
ト

の
削
減
を
目
指
し
、
そ
の
成
果
を
ホ
ー
ム

の
削
減
を
目
指
し
、
そ
の
成
果
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
啓
発
を
行
う
。

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
啓
発
を
行
う
。

　
き
れ
い
な
海
を
見
に
来
た
人
が
帰
る
こ

　
き
れ
い
な
海
を
見
に
来
た
人
が
帰
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

と
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

問問  

総
合
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る

総
合
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る

目
標
は
、
町
民
の
意
見
を
も
と
に

目
標
は
、
町
民
の
意
見
を
も
と
に

作
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
行

作
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
行

政
だ
け
が
頑
張
る
も
の
で
は
な

政
だ
け
が
頑
張
る
も
の
で
は
な

く
、
町
民
一
人
一
人
も
行
動
す
る

く
、
町
民
一
人
一
人
も
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。

こ
と
が
大
切
だ
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
総
合
計
画
が
ど

　
そ
こ
で
、
こ
の
総
合
計
画
が
ど

の
程
度
町
民
に
知
ら
れ
て
い
る
か

の
程
度
町
民
に
知
ら
れ
て
い
る
か

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
全
体
的
に
認
知
度

　
そ
の
結
果
、
全
体
的
に
認
知
度

が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
認
知

が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
認
知

度
を
上
げ
る
対
策
が
必
要
で
は
。

度
を
上
げ
る
対
策
が
必
要
で
は
。

答答  

学
校
や
地
域
と
連
携
し
、
身

学
校
や
地
域
と
連
携
し
、
身

近
な
テ
ー
マ
で
あ
る
住
ま
い
や
交

近
な
テ
ー
マ
で
あ
る
住
ま
い
や
交

通
、
医
療
、
観
光
な
ど
を
通
じ
て

通
、
医
療
、
観
光
な
ど
を
通
じ
て

総
合
計
画
に
参
加
す
る
機
会
を
充

総
合
計
画
に
参
加
す
る
機
会
を
充

実
さ
せ
る
。
計
画
を
自
分
ご
と
と

実
さ
せ
る
。
計
画
を
自
分
ご
と
と

し
て
考
え
や
す
く
な
る
よ
う
な
取

し
て
考
え
や
す
く
な
る
よ
う
な
取

組
を
進
め
る
。

組
を
進
め
る
。

問問  

総
合
計
画
の
取
組
を
町
民
に

総
合
計
画
の
取
組
を
町
民
に

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
町

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
町

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
現
在
進
行
中
の
事
業
や
完
了
し

で
現
在
進
行
中
の
事
業
や
完
了
し

た
事
業
を
掲
載
す
る
と
い
い
と
思

た
事
業
を
掲
載
す
る
と
い
い
と
思

う
。
う
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
町
民
が
日

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
町
民
が
日

常
の
中
で
町
の
変
化
に
気
づ
き
、

常
の
中
で
町
の
変
化
に
気
づ
き
、

自
分
ご
と
と
し
て
総
合
計
画
を
実

自
分
ご
と
と
し
て
総
合
計
画
を
実

行
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は

行
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

な
い
か
。

　
私
た
ち
自
身
も
、
こ
れ
を
通
し

　
私
た
ち
自
身
も
、
こ
れ
を
通
し

て
小
値
賀
の
こ
と
を
も
っ
と
知

て
小
値
賀
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

り
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

答答  

取
組
の
見
え
る
化
に
よ
っ
て
、

取
組
の
見
え
る
化
に
よ
っ
て
、

町
の
事
業
の
進
捗
状
況
を
わ
か
り

町
の
事
業
の
進
捗
状
況
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
、
計
画
実

や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
、
計
画
実

施
に
あ
た
り
と
て
も
重
要
な
こ
と

施
に
あ
た
り
と
て
も
重
要
な
こ
と

だ
。
だ
。

　
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

　
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

使
い
事
業
の
進
捗
を
定
期
的
に
発

使
い
事
業
の
進
捗
を
定
期
的
に
発

信
し
、
取
組
を
見
え
る
形
に
す
る

信
し
、
取
組
を
見
え
る
形
に
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ん
の
調
査
と
提

　
最
後
に
、
皆
さ
ん
の
調
査
と
提

案
は
、
総
合
計
画
が
目
指
す
町
民

案
は
、
総
合
計
画
が
目
指
す
町
民

力
の
姿
そ
の
も
の
。

力
の
姿
そ
の
も
の
。

　
自
分
た
ち
の
町
の
未
来
を
自
分

　
自
分
た
ち
の
町
の
未
来
を
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
、
行
動
し
よ
う

ご
と
と
し
て
考
え
、
行
動
し
よ
う

と
す
る
皆
さ
ん
の
知
恵
は
、
私
た

と
す
る
皆
さ
ん
の
知
恵
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な

ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な

る
。
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
の
将
来
を
一

　
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
の
将
来
を
一

緒
に
作
る
仲
間
と
し
て
、
皆
さ
ん

緒
に
作
る
仲
間
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
聞
か

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
聞
か

せ
て
欲
し
い
。
皆
さ
ん
の
力
が
、

せ
て
欲
し
い
。
皆
さ
ん
の
力
が
、

未
来
の
小
値
賀
を
も
っ
と
良
く
し

未
来
の
小
値
賀
を
も
っ
と
良
く
し

て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。

て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。

問問  

総
合
計
画
に
は
戦
略
の
柱
が

総
合
計
画
に
は
戦
略
の
柱
が

あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
力
を
入

あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
分
野
は
あ
る
か
。

れ
て
い
き
た
い
分
野
は
あ
る
か
。

答答  

全
分
野
力
を
抜
く
こ
と
は
で

全
分
野
力
を
抜
く
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
手
を
抜
か
ず
全
力

き
な
い
の
で
、
手
を
抜
か
ず
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
未
来
創
造
課
長
）

　
　
　
　
　
　
（
未
来
創
造
課
長
）

事
業
の
進
捗
状
況
の

事
業
の
進
捗
状
況
の

　
見
え
る
化
を
検
討
し

　
見
え
る
化
を
検
討
し

　
　
住
民
参
加
の
機
会
を

　
　
住
民
参
加
の
機
会
を

　
　
　
　
　
充
実
さ
せ
ま
す

　
　
　
　
　
充
実
さ
せ
ま
す

問問  

中
高
校
生
な
ど
の
若
い
世
代

中
高
校
生
な
ど
の
若
い
世
代

に
総
合
計
画
を
知
っ
て
も
ら
う
た

に
総
合
計
画
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
学
校
で
取
組
を
展
開
す
る

め
に
、
学
校
で
取
組
を
展
開
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

予
定
は
あ
る
か
。

答答  

学
校
と
も
連
携
し
て
い
き
た

学
校
と
も
連
携
し
て
い
き
た

い
が
、
学
校
や
若
者
に
限
定
せ
ず

い
が
、
学
校
や
若
者
に
限
定
せ
ず

子
育
て
世
代
、
農
業
・
漁
業
者
な

子
育
て
世
代
、
農
業
・
漁
業
者
な

ど
幅
広
く
展
開
し
て
い
く
。

ど
幅
広
く
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
未
来
創
造
課
長
）

　
　
（
未
来
創
造
課
長
）

  

海
ご
み
問
題
へ
の
意
識
高
揚
を

海
ご
み
問
題
へ
の
意
識
高
揚
を

(9) (8)

  

認
知
度
ア
ッ
プ
が
必
要
で
は

認
知
度
ア
ッ
プ
が
必
要
で
は

  

事
業
の
進
捗
状
況
の
発
信
を

事
業
の
進
捗
状
況
の
発
信
を

議 員議 員 議 員議 員 議 員議 員

中 学 生 模 擬 議 会中 学 生 模 擬 議 会
(4/4)(4/4)

小値賀中学校小値賀中学校
３ 年 生３ 年 生

海ごみで埋まる白浜海水浴場

知って知って
いるいる (11 人 )(11 人 )

知らない知らない
（２８人）（２８人）

総合計画を知っているか総合計画を知っているか
（中学 2・3 年生＋保護者）（中学 2・3 年生＋保護者）

分かる 分からない

内容を知っている内容を知っている
(1 人 )(1 人 )

内容を知らない内容を知らない
（10 人）（10 人）

  

最
も
注
力
し
て
い
る
戦
略
は

最
も
注
力
し
て
い
る
戦
略
は

  

学
校
へ
の
展
開
の
予
定
は

学
校
へ
の
展
開
の
予
定
は

総合計画総合計画
のページのページ

総合計画総合計画
概要版概要版

https://www.town.ojika.lg.jp/soshiki/mirai/10/219.html
https://www.town.ojika.lg.jp/material/files/group/2/sougoukeikaku_gaiyou.pdf


(10)

定例十二月会定例十二月会議議ッ！ッ！
令和７年 12 月 5 日 〜 ８日 まで令和７年 12 月 5 日 〜 ８日 まで

大
分
県
九
重
町
か
ら

大
分
県
九
重
町
か
ら

        

本
町
の
議
会
視
察
に
！

本
町
の
議
会
視
察
に
！

議
案
７
件
は

議
案
７
件
は

　
全
て
賛
成
多
数
で
可
決

　
全
て
賛
成
多
数
で
可
決

　
最
終
日
は
、
森
岡
正
雄
議
員
、
橋
本
武

　
最
終
日
は
、
森
岡
正
雄
議
員
、
橋
本
武

士
議
員
、
立
石
光
助
議
員
の
一
般
質
問
の

士
議
員
、
立
石
光
助
議
員
の
一
般
質
問
の

後
（
後
（
1818
ペ
ー
ジ
〜
）、
条
例
改
正
に
関
す

ペ
ー
ジ
〜
）、
条
例
改
正
に
関
す

る
議
案
３
件
、
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案

る
議
案
３
件
、
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案

４
件
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

４
件
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

れ
た
。

　　
1212
月
会
議
初
日
は
、
町
長
に
よ
る
行
政

月
会
議
初
日
は
、
町
長
に
よ
る
行
政

報
告
の
後
、
一
般
質
問
で
は
今
田
光
弘
議

報
告
の
後
、
一
般
質
問
で
は
今
田
光
弘
議

員
、
小
辻
隆
治
郎
議
員
が
登
壇
し
た
（

員
、
小
辻
隆
治
郎
議
員
が
登
壇
し
た
（
1414

ペ
ー
ジ
〜
）。

ペ
ー
ジ
〜
）。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
大
分
県
九
重
町
飯
田

　
ま
た
、
こ
の
日
は
大
分
県
九
重
町
飯
田

地
区
の
「
住
民
参
画
の
町
作
り
を
考
え
る

地
区
の
「
住
民
参
画
の
町
作
り
を
考
え
る

会
」の
皆
さ
ん
が
議
会
の
視
察
に
訪
れ
た
。

会
」の
皆
さ
ん
が
議
会
の
視
察
に
訪
れ
た
。

　

本
町
の
一
般
質
問
後
の
模
擬
公
聴
会

　

本
町
の
一
般
質
問
後
の
模
擬
公
聴
会

（
※
１
）

（
※
１
）
に
関
心
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

に
関
心
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

今
田
議
員
、小
辻
議
員
の
一
般
質
問
で
は
、

今
田
議
員
、小
辻
議
員
の
一
般
質
問
で
は
、

飯
田
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
も
様
々
な
ご
意

飯
田
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
も
様
々
な
ご
意

見
を
頂
い
た
。

見
を
頂
い
た
。

一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
！

一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
！

　
　
　
　
模
擬
公
聴
会
で
は
多
く
の
意
見
が
！

　
　
　
　
模
擬
公
聴
会
で
は
多
く
の
意
見
が
！

　　
1212
月
６
日
（
土
）
に
九
重
町
飯
田
地
区

月
６
日
（
土
）
に
九
重
町
飯
田
地
区

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　
人
口
減
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
同
じ
問

　
人
口
減
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
同
じ
問

題
を
抱
え
る
自
治
体
同
士
、
非
常
に
活
発

題
を
抱
え
る
自
治
体
同
士
、
非
常
に
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
本
町
の
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
頂
い
た

　
本
町
の
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
頂
い
た

事
に
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
町

事
に
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
町

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
議
会
で
な
く
て

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
議
会
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

は
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

(11)

大分県九
ここのえまち

重町飯
は ん だ

田地区の皆さんが議会傍聴に
　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
引
く
世
界
情
勢
の
不
安
や
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
の
中
に

あ
っ
て
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
来
年
度
末
に
は
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
「
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る

地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
法
律
」
が
期
限
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
律
の
延
長
及
び
拡
充
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る

方
面
へ
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
も
な
お
一
層
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
急
激
に
進
行
し
て
い
る
物
価
高
騰
に
対
す
る
財
源
確
保
や
、

少
子
化
に
伴
う
学
校
運
営
等
に
関
し
ま
し
て
も
、
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
対
策
を
講
じ
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
と
同
様
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
元
旦

午
令和八年元日 7 時 32 分　番岳から撮影

九
重
町
の
皆
さ
ん
と

九
重
町
の
皆
さ
ん
と

        

意
見
交
換
会
を
開
催
！

意
見
交
換
会
を
開
催
！

意見交換会の様子

※
１
模
擬
公
聴
会
…
議
員
の
一
般
質
問
の
後
、
傍
聴
に
訪
れ
た
町
民
に
意
見
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
。
町
民
の
意
見
を
多
く
聞
く
た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
値
賀
町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長　

宮
﨑
良
保

こ
こ
か
ら
動
画
が

こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　

　
　
　

    

見
ら
れ
ま
す

見
ら
れ
ま
す

第 1 日第 1 日

最終日最終日

https://youtu.be/KViJ9dbyp9o?si=puDGwczVHfyLLAiF
https://youtu.be/HeONoPiTcjE?si=Mp8Z5UDIMsEor9y1


海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
①

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
①

　
　
　
　  

大
人
の
島
留
学
！

大
人
の
島
留
学
！

　　
2020
代
の
若
者
に
限
定
し
た
移
住
制
度

代
の
若
者
に
限
定
し
た
移
住
制
度

で
、
３
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
１
年
の
３
つ

で
、
３
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
１
年
の
３
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
り
、『
移
住
』
と
い
う

の
コ
ー
ス
が
あ
り
、『
移
住
』
と
い
う

よ
り
『
滞
在
』
を
売
り
に
し
、『
一
度

よ
り
『
滞
在
』
を
売
り
に
し
、『
一
度

来
て
み
ま
せ
ん
か
』
と
敷
居
を
極
力
下

来
て
み
ま
せ
ん
か
』
と
敷
居
を
極
力
下

げ
た
呼
び
込
み
方
を
し
て
い
る
。

げ
た
呼
び
込
み
方
を
し
て
い
る
。

　
町
が
留
学
生
と
業
務
委
託
契
約
を
結

　
町
が
留
学
生
と
業
務
委
託
契
約
を
結

ん
で
、
月
額

ん
で
、
月
額
1818
万
７
千
円
を
支
払
っ
て

万
７
千
円
を
支
払
っ
て

お
り
、
住
宅
は
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

お
り
、
住
宅
は
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
主
で
、
家
賃
や

し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
主
で
、
家
賃
や

光
熱
費
は
掛
か
ら
な
い
。
給
料
が
丸
々

光
熱
費
は
掛
か
ら
な
い
。
給
料
が
丸
々

可
処
分
所
得
に
な
る
の
は
若
者
に
と
っ

可
処
分
所
得
に
な
る
の
は
若
者
に
と
っ

て
は
最
大
の
魅
力
だ
ろ
う
。

て
は
最
大
の
魅
力
だ
ろ
う
。

　
現
在
、
年
間
２
０
０
人
以
上
が
留
学

　
現
在
、
年
間
２
０
０
人
以
上
が
留
学

生
と
し
て
短
期
移
住
し
、
内
１
割
ほ
ど

生
と
し
て
短
期
移
住
し
、
内
１
割
ほ
ど

が
島
に
残
る
と
言
う
。

が
島
に
残
る
と
言
う
。

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
若
い
留
学
生
が
お

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
若
い
留
学
生
が
お

り
、
若
者
の
存
在
が
島
の
活
性
化
に
繋

り
、
若
者
の
存
在
が
島
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
る
事
に
疑
い
の
余
地
は
な

が
っ
て
い
る
事
に
疑
い
の
余
地
は
な

い
。
い
。

　
彼
ら
が
海
士
町
で
暮
ら
す
こ
と
に
喜

　
彼
ら
が
海
士
町
で
暮
ら
す
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
も
必

び
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
も
必

要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
る
で
双
子
の
よ
う
な
小
値
賀
と
海
士
町

ま
る
で
双
子
の
よ
う
な
小
値
賀
と
海
士
町

　　    

ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
差
が
つ
い
た
の
か
？

ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
差
が
つ
い
た
の
か
？

　
そ
れ
が
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
そ
れ
が
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
な
り
、
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

と
な
り
、
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
海
士
町

生
み
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
海
士
町

の
発
展
、
魅
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

の
発
展
、
魅
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
仕
事
は
１
つ
に
限
定
し
て
お

　
彼
ら
の
仕
事
は
１
つ
に
限
定
し
て
お

ら
ず
、『
海
士
町
復
業
協
同
組
合
』
に

ら
ず
、『
海
士
町
復
業
協
同
組
合
』
に

よ
り
様
々
な
仕
事
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の

よ
り
様
々
な
仕
事
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の

中
か
ら
自
由
に
選
択
す
る
事
が
可
能

中
か
ら
自
由
に
選
択
す
る
事
が
可
能

だ
。
だ
。

　
例
え
ば
、
メ
イ
ン
の
仕
事
を
こ
な
し

　
例
え
ば
、
メ
イ
ン
の
仕
事
を
こ
な
し

な
が
ら
、
空
い
た
時
間
で
ス
ー
パ
ー
の

な
が
ら
、
空
い
た
時
間
で
ス
ー
パ
ー
の

品
出
し
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
手

品
出
し
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
手

伝
っ
た
り
も
で
き
る
。

伝
っ
た
り
も
で
き
る
。

　
選
択
肢
に
は
農
業
や
漁
業
な
ど
も
あ

　
選
択
肢
に
は
農
業
や
漁
業
な
ど
も
あ

り
、
非
常
に
幅
が
広
い
。
仕
事
の
自
由

り
、
非
常
に
幅
が
広
い
。
仕
事
の
自
由

度
の
高
さ
が
、
若
者
の

度
の
高
さ
が
、
若
者
の
琴琴き
ん
せ
ん

き
ん
せ
ん線線

に
触
れ
て

に
触
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

い
る
の
だ
ろ
う
。

　
私
達
を
案
内
し
て
く
れ
た
観
光
協
会

　
私
達
を
案
内
し
て
く
れ
た
観
光
協
会

の
ス
タ
ッ
フ
（
留
学
生
）
に
、
以
前
関

の
ス
タ
ッ
フ
（
留
学
生
）
に
、
以
前
関

東
で
看
護
師
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
い

東
で
看
護
師
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
い

う
女
性
が
い
た
。

う
女
性
が
い
た
。

　

大
変
海
士
町
を
気
に
入
っ
て
お
り
、

　

大
変
海
士
町
を
気
に
入
っ
て
お
り
、

留
学
期
間
が
終
わ
っ
た
後
は
海
士
町
の

留
学
期
間
が
終
わ
っ
た
後
は
海
士
町
の

病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
言

病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
言

う
。
う
。

　
不
足
す
る
人
材
確
保
に
大
人
の
島
留

　
不
足
す
る
人
材
確
保
に
大
人
の
島
留

学
が
一
役
買
っ
た
の
だ
。
ま
さ
に
人
材

学
が
一
役
買
っ
た
の
だ
。
ま
さ
に
人
材

確
保
の
新
し
い
形
と
言
え
よ
う
。

確
保
の
新
し
い
形
と
言
え
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
人
口
減
が
見
込

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
人
口
減
が
見
込

ま
れ
る
本
町
に
お
い
て
は
、
現
在
取
り

ま
れ
る
本
町
に
お
い
て
は
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
移
住
政
策
は
そ
の
ま
ま

組
ん
で
い
る
移
住
政
策
は
そ
の
ま
ま

に
、
将
来
的
に
短
期
移
住
を
導
入
す
る

に
、
将
来
的
に
短
期
移
住
を
導
入
す
る

事
で
、
総
合
計
画
に
あ
る
人
口
目
標
の

事
で
、
総
合
計
画
に
あ
る
人
口
目
標
の

達
成
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

達
成
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

１階のフリースペース、多くの留学生が

新築の海士町役場を訪れた

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
②

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
②

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
力

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
力  

！！

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
が
も
た
ら
す
知
名
度

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
が
も
た
ら
す
知
名
度

拡
大
、
魅
力
発
信
、
人
材
不
足
解
消
に

拡
大
、
魅
力
発
信
、
人
材
不
足
解
消
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し

た
発
信
も
留
学
生
が
し
て
い
る
と
い

た
発
信
も
留
学
生
が
し
て
い
る
と
い

う
。
う
。

　
特
に
、
大
人
の
島
留
学
の
年
間
の
問

　
特
に
、
大
人
の
島
留
学
の
年
間
の
問

い
合
わ
せ
件
数
は
２
千
件
を
超
え
る
と

い
合
わ
せ
件
数
は
２
千
件
を
超
え
る
と

い
う
の
だ
か
ら
驚
き
だ
。
内
１
千
人
が

い
う
の
だ
か
ら
驚
き
だ
。
内
１
千
人
が

リ
モ
ー
ト
説
明
会
に
参
加
、
６
〜
７
割

リ
モ
ー
ト
説
明
会
に
参
加
、
６
〜
７
割

が
最
終
的
に
応
募
し
て
い
る
。

が
最
終
的
に
応
募
し
て
い
る
。

　
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
リ
モ
ー
ト

　
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
リ
モ
ー
ト

面
談
の
対
応
も
留
学
生
が
行
っ
て
い

面
談
の
対
応
も
留
学
生
が
行
っ
て
い

る
。
自
ら
も
歩
ん
だ
道
ゆ
え
、
悩
み
や

る
。
自
ら
も
歩
ん
だ
道
ゆ
え
、
悩
み
や

不
安
も
理
解
が
あ
り
、
相
談
者
に
と
っ

不
安
も
理
解
が
あ
り
、
相
談
者
に
と
っ

て
は
こ
の
上
な
い
相
談
相
手
と
言
え
る

て
は
こ
の
上
な
い
相
談
相
手
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

だ
ろ
う
。

　
ま
た
海
士
町
医
療
・
介
護
プ
ロ
ジ
ェ

　
ま
た
海
士
町
医
療
・
介
護
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
看
護
師
、
介

ク
ト
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
看
護
師
、
介

護
士
の
募
集
で
令
和
６
年
度
に

護
士
の
募
集
で
令
和
６
年
度
に
1111
人
が
人
が

島
に
渡
っ
て
来
た
と
い
う
。
発
信
の
仕

島
に
渡
っ
て
来
た
と
い
う
。
発
信
の
仕

方
次
第
で
人
材
確
保
は
可
能
だ
と
い
う

方
次
第
で
人
材
確
保
は
可
能
だ
と
い
う

証
左
で
あ
る
。

証
左
で
あ
る
。

意
識
を
変
え
る
の
は

意
識
を
変
え
る
の
は  

ま
ず
議
員
と
執
行
部

ま
ず
議
員
と
執
行
部
！！

    

　　      

そ
の
熱
意
は
必
ず
町
民
に
伝
わ
り
、
町
全
体
が
変
わ
る

そ
の
熱
意
は
必
ず
町
民
に
伝
わ
り
、
町
全
体
が
変
わ
る
‼‼

　
海
士
町
唯
一
の
高
校
で
あ
る
隠
岐
島

　
海
士
町
唯
一
の
高
校
で
あ
る
隠
岐
島

前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
1515

歳
人
口
の
激
減
に
よ
る
高
校
廃
校
の
危

歳
人
口
の
激
減
に
よ
る
高
校
廃
校
の
危

機
感
か
ら
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
と

機
感
か
ら
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
と

言
う
。

言
う
。

　

現
在
全
校
生
徒
数
は
１
５
１
人
で
、

　

現
在
全
校
生
徒
数
は
１
５
１
人
で
、

３
分
の
２
が
島
外
か
ら
の
留
学
生
、
３

３
分
の
２
が
島
外
か
ら
の
留
学
生
、
３

分
の
１
が
地
元
の
子
供
と
な
っ
て
お

分
の
１
が
地
元
の
子
供
と
な
っ
て
お

り
、
普
通
科
の
倍
率
は
日
本
ト
ッ
プ
ク

り
、
普
通
科
の
倍
率
は
日
本
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
の
事
だ
。

ラ
ス
と
の
事
だ
。

　
公
営
塾
で
あ
る
隠
岐
の
國
学
習
セ
ン

　
公
営
塾
で
あ
る
隠
岐
の
國
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
多
数
の
大
人
の
島
留
学
生

タ
ー
で
は
、
多
数
の
大
人
の
島
留
学
生

を
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

を
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
お
り
、
生
徒
や
保
護
者
の

を
提
供
し
て
お
り
、
生
徒
や
保
護
者
の

信
頼
も
厚
い
。

信
頼
も
厚
い
。

　
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
生
徒
一
人
一

　
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
生
徒
一
人
一

人
に
寄
り
添
う
居
場
所
と
し
て
の
役
割

人
に
寄
り
添
う
居
場
所
と
し
て
の
役
割

り
を
果
た
し
、
学
校
の
授
業
で
は
実
現

り
を
果
た
し
、
学
校
の
授
業
で
は
実
現

し
難
い
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し

し
難
い
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

て
い
る
。

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
④

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
④

　　      

予
算
が
２
・
５
倍

予
算
が
２
・
５
倍
……

本土と隠岐諸島と繋ぐ「フェリーおき」、他に高速船や飛行機もある

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
③

海
士
町
シ
ョ
ッ
ク
！
③

     
     

留
学
生
１
０
０
人
！

留
学
生
１
０
０
人
！

 総務文教厚生常任委員会 総務文教厚生常任委員会

　海海
あ ま ち ょ うあ ま ち ょ う

士町士町へゆく！へゆく！
の巻の巻

　島根県の海士町は、隠岐諸島に属する人口 2309 人（11 月 1 日現在）の離島。大人の島留学や　島根県の海士町は、隠岐諸島に属する人口 2309 人（11 月 1 日現在）の離島。大人の島留学や
地域おこし協力隊などを活用した移住促進策に力を入れており、農林水産業や観光業が主な産業地域おこし協力隊などを活用した移住促進策に力を入れており、農林水産業や観光業が主な産業
基盤となっている。島唯一の高校は存続危機の状態にあったが、離島留学生の積極的な受け入れ基盤となっている。島唯一の高校は存続危機の状態にあったが、離島留学生の積極的な受け入れ
と地盤強化により、今や全校生徒 151 名となり存続危機を脱した。と地盤強化により、今や全校生徒 151 名となり存続危機を脱した。
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人
口
規
模
、立
地
条
件
、合
併
問
題
、

　
人
口
規
模
、立
地
条
件
、合
併
問
題
、

産
業
、
イ
ン
フ
ラ
、
そ
の
他
直
面
し
て

産
業
、
イ
ン
フ
ラ
、
そ
の
他
直
面
し
て

い
る
課
題
な
ど
、
小
値
賀
町
と
瓜
二
つ

い
る
課
題
な
ど
、
小
値
賀
町
と
瓜
二
つ

の
よ
う
な
存
在
の
海
士
町
。
し
か
し
な

の
よ
う
な
存
在
の
海
士
町
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
本
町

が
ら
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
本
町

の
２・５
倍
の
１
０
０
億
円
だ
。

の
２・５
倍
の
１
０
０
億
円
だ
。

　
ま
た
、
数
多
く
の
自
治
体
が
人
口
減

　
ま
た
、
数
多
く
の
自
治
体
が
人
口
減

少
に
頭
を
抱
え
る
中
、
令
和
７
年
度
は

少
に
頭
を
抱
え
る
中
、
令
和
７
年
度
は

人
口
増
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
差
を
生

人
口
増
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
差
を
生

ん
だ
の
は
間
違
い
な
く
、
合
併
問
題
以

ん
だ
の
は
間
違
い
な
く
、
合
併
問
題
以

降
の
政
治
の
差
で
あ
ろ
う
。

降
の
政
治
の
差
で
あ
ろ
う
。

　
本
町
の
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
発
展

　
本
町
の
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
発
展

は
非
常
に
困
難
だ
。
早
急
に
、執
行
部
、

は
非
常
に
困
難
だ
。
早
急
に
、執
行
部
、

町
職
員
、
そ
し
て
我
々
議
員
も
含
め
た

町
職
員
、
そ
し
て
我
々
議
員
も
含
め
た

意
識
改
革
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
意

意
識
改
革
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
意

識
改
革
は
や
が
て
町
民
に
伝
わ
り
、
町

識
改
革
は
や
が
て
町
民
に
伝
わ
り
、
町

全
体
の
意
識
が
変
わ
る
は
ず
だ
。

全
体
の
意
識
が
変
わ
る
は
ず
だ
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
執
行
部
や
町

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
執
行
部
や
町

職
員
に
海
士
町
に
視
察
に
行
く
事
を
強

職
員
に
海
士
町
に
視
察
に
行
く
事
を
強

く
勧
め
る
。
是
非
、
現
場
で
そ
の
熱
量

く
勧
め
る
。
是
非
、
現
場
で
そ
の
熱
量

を
感
じ
て
頂
き
、
町
政
や
業
務
に
存
分

を
感
じ
て
頂
き
、
町
政
や
業
務
に
存
分

に
生
か
し
て
頂
き
た
い
。

に
生
か
し
て
頂
き
た
い
。



　
今
年
は
「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文

化
祭
２
０
２
５
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

や
６
年
ぶ
り
の
町
民
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
を
始
め
、
講
演
会
や

行
事
な
ど
が
盛
沢
山
な
秋
だ
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
続
く
と
町

に
活
気
が
出
る
一
方
で
、
疲
れ
た

と
い
う
声
も
聞
こ
え
た
。

　
こ
の
ま
ま
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
続
け
る
と
町

民
全
体
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、

疲
弊
し
苦
痛
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

は
本
末
転
倒
だ
。

べ
き
」
行
事
を
見
極
め
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
「
選
択
と
集
中
」
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問 

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
会
場
や
時

期
な
ど
効
率
的
な
運
営
の
工
夫
の

検
討
を
。

答 

公
共
施
設
の
多
く
が
更
新
の

検
討
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い

る
。
施
設
の
適
正
配
置
や
集
約
な

ど
を
検
討
し
、
開
催
時
期
の
調
整

や
複
数
行
事
の
連
携
な
ど
に
よ
る

効
率
的
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

町民が疲弊している！町民が疲弊している！

今今
い ま だい ま だ

田田  光光
みつひろみつひろ

弘弘議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

も
っ
と
効
率
的
に
で
き
な
い
か

も
っ
と
効
率
的
に
で
き
な
い
か

問 

開
催
目
的
を
整
理
し
て
数
や

規
模
を
見
直
し
て
は
。

答 

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の

つ
な
が
り
を
育
む
大
切
な
取
り
組

み
だ
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担

が
大
き
く
な
り
過
ぎ
れ
ば
本
来
の

価
値
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
位
置
づ
け
や
効
果

を
整
理
し
、
優
先
度
を
明
確
に
し

て
「
続
け
る
べ
き
」「
縮
小
・
再

構
築
を
検
討
す
べ
き
」「
廃
止
す

【  質 問 を 終 え て  】

持 続 可 能 な 町 内 イ ベ ン ト の あ り 方持 続 可 能 な 町 内 イ ベ ン ト の あ り 方 に つ い てに つ い て

問 

役
場
職
員
も
含
め
、
各
種
民

間
団
体
や
自
治
会
、
各
学
校
な
ど

組
織
は
違
う
が
皆
さ
ん
小
値
賀
町

民
だ
。
う
ま
く
役
割
を
分
担
し
た

り
連
携
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答 

企
画
段
階
か
ら
町
民
・
団
体

と
連
携
す
る
こ
と
で
負
担
を
分
か

ち
合
い
、
町
民
自
ら
が
主
体
的
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。　

　
情
報
の
共
有
や
連
携
調
整
機
能

の
強
化
に
努
め
、
町
民
の
満
足
度

の
向
上
と
役
場
職
員
の
負
担
軽
減

が
両
立
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

問 

文
化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ

ン
ト
の
演
奏
が
盛
り
上
が
っ
た
よ

う
に
、
町
外
の
大
学
な
ど
と
の
連

携
も
進
め
て
ほ
し
い
。

答 

来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
演
奏
す
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問 

町
レ
ク
の
開
催
時
期
に
も
う

少
し
配
慮
が
必
要
で
は
な
か
っ
た

か
。

答 

ピ
ー
ス
文
化
祭
の
日
程
を
優

先
し
た
た
め
に
そ
の
日
に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
来
年
は
10
月
の

第
４
週
を
考
え
て
い
る
。

問 

人
口
減
少
を
踏
ま
え
る
と
、

町
レ
ク
に
ま
ず
は
こ
ど
も
園
の
運

動
会
を
含
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

は
小
学
校
を
、
最
終
的
に
は
小
中

高
、
大
人
も
含
め
た
オ
ー
ル
小
値

賀
町
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

と
い
う
流
れ
は
い
か
が
か
。

答 

合
同
に
す
る
と
一
定
時
間
が

か
か
る
た
め
、
特
に
小
学
校
低
学

年
に
は
心
身
と
も
に
負
担
が
大
き

く
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
。
将
来
的
な
課
題
と
し
て
は
認

識
し
て
い
る
。

　この秋は息つく間もないほどイベントが盛沢山でした。町
レクも久々で大いに盛り上がった半面、参加者が少なかった
ようにも感じました。また自分も含めて高齢化が進み、町民
の皆さんだけでなく、催す側のスタッフや役場職員からも「疲
れた」という声を多く聞きました。
　この先人口は減り、財政も厳しくなります。自分たちが楽
しんで自分たちが満足できるイベント、地に足のついた持続
可能なイベントを皆さん一緒に考えていきましょう。

問 

音
響
、
照
明
、
設
備
な
ど
の

質
を
向
上
さ
せ
て
町
民
の
満
足
度

を
高
め
る
工
夫
も
必
要
で
は
。

答 

音
響
施
設
な
ど
十
分
な
機
能

を
有
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
施
設
の
更
新
時
期
も
踏
ま

え
、
参
加
者
の
意
見
や
評
価
を
て

い
ね
い
に
把
握
し
、
内
容
の
精
査

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
行
う
こ

と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
行
事
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

特
に
ピ
ア
ノ
の
音
が
気
に
な

っ
た
。
古
く
て
も
う
限
界
が
来
て

い
る
よ
う
だ
が
。

答 

ピ
ア
ノ
が
古
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
た
が
、
限
界
を
迎
え
て

い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　
当
面
、
総
合
体
育
館
の
ピ
ア
ノ

と
入
れ
替
え
、
助
成
金
事
業
な
ど

を
活
用
し
て
購
入
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　　   無理のないイベントに！　　   無理のないイベントに！

質
の
向
上
で

質
の
向
上
で

　
　
　
満
足
度
の
ア
ッ
プ
を

　
　
　
満
足
度
の
ア
ッ
プ
を

役
割
分
担
と
連
携
で

役
割
分
担
と
連
携
で

　
　
　
　
　
　
負
担
を
軽
く

　
　
　
　
　
　
負
担
を
軽
く

●
イ
ベ
ン
ト
は
主
催
者
が
楽
し

む
こ
と
が
基
本
。
苦
し
く
な
っ

た
ら
続
か
な
い
。

●
セ
ン
タ
ー
は
立
地
は
最
適
だ

が
、
音
響
や
ピ
ア
ノ
に
は
不
満

を
感
じ
て
い
る
の
で
改
善
を
。

(14)(15)

模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　　  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！

https://youtu.be/SUF4IeUR2vE?si=uRlQYe2ztqQRslfn
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先
日
、
常
任
委
員
会
で
島
根
県

隠お

き岐
諸
島
に
あ
る
海あ
ま
ち
ょ
う

士
町
に
視
察

に
行
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

20
歳
代
の
若
者
が
町
内
の
２
０
０

か
所
余
の
事
業
所
で
働
き
、
町
は

活
気
を
帯
び
て
い
た
。

　
ま
た
町
内
に
は
近
隣
３
町
村
唯

一
の
高
校
で
あ
る
県
立
隠お

き岐
島ど
う
ぜ
ん前

高
校
が
あ
り
、
一
時
は
生
徒
数
が

少
な
く
存
続
が
危
う
い
状
況
に

あ
っ
た
も
の
の
現
在
は
１
５
０
名

余
と
増
え
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
。

　

留
学
生
も
含
め
た
生
徒
数
は
、

県
の
指
針
で
あ
る
一
学
年
10
人
以

上
が
目
標
だ
。
県
か
ら
の
指
示
は

特
に
な
く
、
地
域
と
し
て
留
学
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
町
は
む

し
ろ
評
価
さ
れ
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

問 

町
の
総
合
計
画
で
は
一
学
年

15
名
が
目
標
だ
が
。

答 

15
名
と
い
う
の
は
ふ
る
さ
と

留
学
事
業
だ
け
の
目
標
で
は
な

留学生を積極的に受け入れ留学生を積極的に受け入れ

小小
こ つ じこ つ じ

辻辻  隆隆
りゅうじろうりゅうじろう

治郎治郎議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

一
学
年

一
学
年
1515
名
の
見
通
し
は

名
の
見
通
し
は

問 

ふ
る
さ
と
留
学
生
を
含
め
一

学
年
何
名
と
す
る
計
画
か
。

　
現
在
北
松
西
高
校
は
三
学
年
合

わ
せ
て
19
名
で
、
学
年
平
均
10
名

を
切
っ
て
い
る
が
県
か
ら
何
か
指

示
は
な
い
の
か
。

答 
ふ
る
さ
と
留
学
事
業
に
お
け

る
「
入
寮
型
」
で
は
、
中
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
各
学
年
２
名
を
目

標
と
し
て
お
り
、「
孫
留
学
」
も

【  質 問 を 終 え て  】

北 松 西 高 校 存 続 と 町 の 活 性 化北 松 西 高 校 存 続 と 町 の 活 性 化 に つ い てに つ い て
い
。

　
行
政
の
組
織
力
向
上
の
面
や
町

づ
く
り
の
長
期
的
な
観
点
か
ら
、

全
庁
的
に
目
指
す
も
の
と
考
え
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

問 

今
後
中
学
生
の
数
も
減
っ
て

い
く
中
で
「
ち
か
ま
る
寮
」
を
高

校
生
限
定
に
し
て
は
ど
う
か
。

答 

高
校
生
限
定
で
募
集
を
か
け

た
こ
と
も
あ
る
が
応
募
が
少
な

か
っ
た
。

　
高
校
生
の
方
が
対
応
し
や
す
い

と
い
う
の
は
感
覚
的
に
は
分
か
る

が
、
本
町
の
教
育
の
柱
で
あ
る
小

中
高
12
年
間
の
一
貫
教
育
と
の
整

合
性
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
議
論

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

　今回視察した島根県海士町は、本町と同じ離島ながらすご
いと思いました。関心した施策の一つである隠岐島前高校魅
力化策により 17 年前の危機的状況を抜け出し、今や 150
名余りの生徒が通っています。
　その施策を実行したのは、当時の町長や幹部職員に高校存
続が町の命運を握るとの熱い思いがあったからです。本町の
留学生も次年度から増加します。熱意ある民間の人が積極的
だからです。町部局、教委、町民の熱い思いに期待します。

問 

先
月
11
月
８
日
に
行
わ
れ
た

「
教
育
と
地
域
が
輝
く
未
来
」
講

演
会
で
は
、
公
営
塾
の
メ
リ
ッ
ト

に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
本
町
で
も

導
入
す
る
予
定
か
。

答 

本
町
で
は
現
在
、
町
教
委
が

学
習
場
所
を
確
保
し
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
自
主
学
習
の
場

の
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
の
「
学
び
の

循
環
」
に
な
る
と
考
え
、
本
町
出

身
の
大
学
生
に
夏
休
み
の
宿
題
を

見
て
も
ら
う
学
習
教
室
な
ど
も
考

え
て
い
る
。

　
今
は
公
営
塾
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
留
学
生

の
受
入
状
況
、
生
徒
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
は

各
学
校
と
も
協
議
し
な
が
ら
判
断

し
て
い
き
た
い
。　
　
　
（
町
長
）

　　　   小値賀を盛り上げろ！　　　   小値賀を盛り上げろ！

模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　　  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！

●
公
営
塾
を
作
る
の
な
ら
、
費
用

は
か
か
っ
て
も
島
前
高
校
を
抜
い

た
№
１
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

●
視
察
研
修
で
勉
強
す
る
こ
と
は

大
事
な
こ
と
。
得
ら
れ
た
学
び
を

町
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

(16)(17)

公
営
塾
導
入
で

公
営
塾
導
入
で

     
     

北
松
西
高
校
魅
力
Ｕ
Ｐ
！

北
松
西
高
校
魅
力
Ｕ
Ｐ
！

問 

公
営
塾
設
立
に
よ
り
島
前
高

校
の
魅
力
化
は
成
功
し
た
。
高
校

は
存
続
し
、
さ
ら
に
そ
の
成
功
が

海
士
町
の
活
気
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
町
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
高
校
の
魅
力
化
に

よ
る
北
松
西
高
校
の
存
続
は
、
教

育
委
員
会
だ
け
で
な
く
町
長
部
局

も
共
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
は

な
い
か
。

答 

海
士
町
に
お
け
る
高
校
魅
力

化
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
地
域
全

体
で
危
機
感
を
共
有
し
、
行
政
と

住
民
、
そ
し
て
高
校
が
一
体
と

な
っ
て
改
革
を
進
め
た
事
例
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
特
に
公
営
塾
の
設
立
を
契
機
と

し
た
学
力
向
上
や
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
で
、
高
校
の
存
続

だ
け
で
な
く
、
移
住
・
定
住
施
策

や
地
域
振
興
に
も
波
及
し
た
点
は

注
目
す
べ
き
成
果
だ
と
思
う
。

　
高
校
や
地
域
と
十
分
に
連
携
し

な
が
ら
役
場
全
体
で
横
断
的
に
課

題
を
共
有
し
、
実
施
可
能
な
取
組

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

町
の
活
性
化
の
た
め

町
の
活
性
化
の
た
め

　
　
　
　

　
　
　
　    

    

全
庁
一
丸
で
！

全
庁
一
丸
で
！

https://youtu.be/yVt3Jj0tEv0?si=jNnLioY0ob3LGzZM


　
海
士
町
が
尽
力
し
て
い
る
施
策

の
一
つ
に
『
大
人
の
島
留
学
』
が

あ
る
。
20
代
の
若
者
に
限
定
し
た

短
期
移
住
制
度
で
、
年
間
２
０
０

人
以
上
が
留
学
生
と
し
て
滞
在

し
、
内
１
割
ほ
ど
が
島
に
残
る
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
人
口
減
が

見
込
ま
れ
る
本
町
に
お
い
て
は
、

現
在
取
組
ん
で
い
る
移
住
者
施
策

は
そ
の
ま
ま
に
、
新
た
に
短
期
移

住
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
第

５
次
総
合
計
画
に
あ
る
人
口
目
標

の
達
成
を
目
指
す
べ
き
だ
。

策
展
開
が
必
要
だ
。

　
こ
れ
ま
で
住
宅
支
援
や
子
育
て

施
策
の
充
実
で
一
定
の
成
果
は
得

ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
さ
ら
な

る
人
口
の
増
加
や
関
係
人
口
の
創

出
、
新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が

る
追
加
的
な
仕
組
み
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

第
５
次
総
合
計
画
の
人
口
推

計
に
つ
い
て
伺
う
。

　
国
勢
調
査
で
示
さ
れ
る
人
口
は

お
ぢ
か
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
住
民

総合計画は夢物語！？総合計画は夢物語！？

森森
もりおかもりおか

岡岡  正正
せいゆうせいゆう

雄雄議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

総
合
計
画
の
人
口
目
標
は

総
合
計
画
の
人
口
目
標
は

　
　
　
　  

早
く
も
暗
雲
が
漂
う

早
く
も
暗
雲
が
漂
う
……

【  質 問 を 終 え て  】

若 者 の 短 期 移 住 制 度 の 導 入若 者 の 短 期 移 住 制 度 の 導 入 に つ い てに つ い て

農
業
、
漁
業
な
ど
様
々
な
業
種
の

人
材
不
足
解
消
に
寄
与
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
移
住
制
度

を
導
入
す
る
気
は
あ
る
か
。

答 

既
存
の
短
期
滞
在
住
宅
１
棟

を
生
か
し
つ
つ
、
需
要
の
動
向
を

踏
ま
え
て
、
追
加
整
備
の
可
能
性

も
検
討
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
業
務
を
委
託
し
、
一
定

の
成
果
が
出
て
い
る
。

　

今
後
は
よ
り
緊
密
に
連
携
し
、

情
報
発
信
、
相
談
支
援
関
係
人
口

作
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、
町
全
体

で
移
住
定
住
の
促
進
に
取
組
み
た

い
。

問 

海
士
町
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
強
化

で
、
昨
年
度
は
医
療
・
福
祉
人
材

を
11
人
獲
得
し
て
い
る
。

答 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
情
報

発
信
の
人
材
を
雇
用
し
、
情
報
発

信
力
を
強
化
し
た
い
。

問 

執
行
部
の
皆
さ
ん
に
は
海
士

町
を
視
察
し
、
熱
量
を
肌
で
感
じ

て
い
た
だ
き
、
行
政
や
日
頃
の
業

務
に
生
か
し
て
欲
し
い
。

答 

勉
強
に
行
き
た
い
と
言
う
職

員
が
い
れ
ば
派
遣
し
た
い
。

登
録
人
口
と
は
多
少
の
差
が
生
じ

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

差
を
考
慮
す
る
と
、
今
回
の
調
査

結
果
は
お
そ
ら
く
２
０
１
４
人
程

度
（
総
合
計
画
の
人
口
目
標
は

２
１
１
４
人
）
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

　
ま
た
、
住
民
登
録
人
口
は
直
近

３
年
で
年
平
均
63
人
の
人
口
減
と

な
っ
て
お
り
、
仮
に
毎
年
同
じ
ペ

ー
ス
で
減
少
す
れ
ば
２
０
３
０
年

は
１
７
４
９
人
と
な
り
、
総
合
計

画
の
目
標
人
口
１
９
６
８
人
と

２
１
３
人
も
誤
差
が
出
て
し
ま
う

（
国
勢
調
査
と
の
差
を
含
め
れ
ば

さ
ら
に
多
い
）。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
の
施
策

で
は
人
口
目
標
の
達
成
は
全
く
現

実
的
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
不
可
能
と

言
っ
て
い
い
と
思
う
が
。

答 

自
然
減
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、

移
住
者
を
増
や
す
取
組
で
人
口
目

標
の
達
成
を
目
指
す
。

　執行部の答弁を聞く限り、今の施策では人口目標の達成は
困難であるとの認識は持っているようです。
　海士町は本町が抱える課題を悉

ことごと
く解決しています。また、

現状に満足することなく、今なお、もっともっと前に進もう
としています。この熱量には本当に頭の下がる思いです。
　総合計画は議員が賛成し可決している以上、私達は全力で
目標達成に向けて尽力する責任があります。危機感と緊張感、
そして情熱を持って町政に取り組まなくてはなりません。

　
総
合
計
画
に
は
各
学
年
15
人
が

目
標
と
あ
る
が
、
教
育
長
が
度
々

発
言
し
て
い
る
留
学
生
各
学
年
２

人
で
は
達
成
に
は
程
遠
い
。

　
教
育
長
の
意
図
は
現
体
制
で
の

目
標
だ
と
受
け
止
め
て
お
り
、
現

時
点
で
は
そ
れ
で
良
い
と
は
思
う

も
の
の
、
２
人
は
あ
く
ま
で
も
通

過
点
と
し
て
捉
え
、
も
う
少
し
上

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

現
在
の
出
生
数
や
転
入
の
動

向
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
様
な
人
の
流
れ
を
作
る
政

策
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　   目標達成に全力を尽くせ！　   目標達成に全力を尽くせ！

短
期
移
住
で
人
口
増
加
、

短
期
移
住
で
人
口
増
加
、

  

人
材
不
足
解
消
を
目
指
せ
！

人
材
不
足
解
消
を
目
指
せ
！

問 

海
士
町
の
20
代
の
若
者
に
限

定
し
た
短
期
移
住
制
度
は
、
年
間

２
０
０
人
以
上
が
留
学
生
と
し
て

滞
在
し
、
そ
の
内
１
割
ほ
ど
が
島

に
残
り
、
令
和
７
年
度
は
何
と
人

口
増
と
な
る
そ
う
だ
。

　
中
に
は
不
足
す
る
人
材
の
有
資

格
者
も
お
り
、
ま
さ
に
人
材
確
保

の
新
し
い
形
と
言
え
る
。

　
留
学
生
の
仕
事
は
副
業
協
同
組

合
と
い
う
組
織
が
斡
旋
し
て
お
り

(18)(19)

問 

現
状
の
移
住
者
施
策
で
、
総

合
計
画
に
あ
る
人
口
目
標
の
達
成

や
、
深
刻
な
人
材
不
足
を
解
消
で

き
る
か
。

答 

本
町
は
人
口
減
少
の
進
行
と
、

そ
れ
に
伴
う
地
域
活
力
の
低
下
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ

て
い
る
子
供
人
口
の
各
学
年
15
人

と
い
う
目
標
達
成
に
は
大
き
な
政

留
学
生
各
学
年
２
人
は

留
学
生
各
学
年
２
人
は

　
　
　
　  

通
過
点
で
あ
る
べ
き
！

通
過
点
で
あ
る
べ
き
！

問 

直
近
３
年
の
年
間
出
生
数
は

平
均
８
人
だ
が
、
学
校
の
先
生
の

お
子
さ
ん
も
多
い
。

https://youtu.be/IBTucY5IcEE?si=0ab4_dFy941Ynhrm


　
島
内
に
獣
医
師
が
存
在
し
な
い

状
況
は
、
動
物
愛
護
の
観
点
だ
け

で
な
く
、
移
住
促
進
の
観
点
か
ら

も
重
要
な
課
題
と
考
え
る
。

　
統
計
的
に
も
、
子
供
よ
り
ペ
ッ

ト
の
数
が
多
い
と
言
わ
れ
、
ま
た

欧
米
等
で
は
、
妊
娠
・
出
産
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
犬
や
猫
を
家
族
と
し

て
迎
え
入
れ
る
文
化
が
根
付
い
て

お
り
、
ペ
ッ
ト
と
共
に
暮
ら
す
こ

と
が
、
子
供
の
情
緒
面
や
社
会
性

の
発
達
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
す

と
い
う
報
告
も
あ
る
。

安心な医療体制を作り安心な医療体制を作り

橋橋
はしもとはしもと

本本  武武
た け した け し

士士議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

ペ
ッ
ト
医
療
の
整
備
で

ペ
ッ
ト
医
療
の
整
備
で

　
　
　

　
　
　  

移
住
定
住
促
進
を
！

移
住
定
住
促
進
を
！

(20)

問 

移
住
を
検
討
す
る
若
い
世
代

や
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
、「
島

に
獣
医
師
が
い
る
か
ど
う
か
」は
、

生
活
の
安
心
度
を
左
右
す
る
重
要

な
判
断
材
料
だ
。

　
ペ
ッ
ト
医
療
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
本
町
へ
の
移
住
は
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
り
、
本
町
の
移
住

政
策
に
お
け
る
「
生
活
の
安
心
」

の
整
備
が
必
要
で
は
。

答 

医
療
・
福
祉
や
子
育
て
支
援

と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
世
帯

の
増
加
を
背
景
に
ペ
ッ
ト
医
療
を

含
め
た
日
常
的
な
安
心
体
制
の
整

備
も
、
移
住
地
選
択
の
重
要
指
標

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

ペ
ッ
ト
医
療
の
位
置
付
け
は
。

答 

動
物
病
院
や
獣
医
師
の
有
無

が
町
の
「
安
心
・
安
全
」
を
支
え

る
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
と
し
て

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

【  質 問 を 終 え て  】

獣 医 師 確 保獣 医 師 確 保 とと ペ ッ ト 医 療 体 制 の 整 備ペ ッ ト 医 療 体 制 の 整 備 に つ い てに つ い て

　
そ
の
観
点
か
ら
、
本
町
に
お
け

る 

獣
医
師
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
、
行
政
と
し
て
積
極
的
な
取

組
が
求
め
ら
れ
る
。
獣
医
師
募
集

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

は
す
ぐ
に
で
も
取
り
組
む
の
か
。

答 

町
が
主
体
的
に
行
う
施
策
で

あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

は
十
分
に
可
能
だ
。

問
「
ペ
ッ
ト
獣
医
師
が
不
在
で

困
っ
て
い
る
。
自
然
豊
か
な
小
値

賀
で
動
物
の
命
を
守
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
掲
載
す
る
だ
け
な
ら
費

用
は
か
か
ら
な
い
。

　
町
の
福
祉
の
充
実
、
暮
ら
し
の

安
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
必
須

で
は
な
い
か
。

答 

承
知
し
た
。

(21)

　動物医療の充実が移住・定住施策にもつながる点を訴えま
した。小値賀町には常設の動物病院がなく、ペットを飼う世
帯や移住希望者にとって大きな不安材料となっています。子
育て世帯等でペットを迎える人が世界的に増えています。
　そこで、月 2 回程度でも獣医師による巡回診療を実施す
ることで、安心して暮らせる環境づくりにつなげたいと提案
しました。人と動物が共に安心して暮らせる町を目指したい
と思います。

　　　   　移住者数爆上げだ！　　　   　移住者数爆上げだ！

問 

犬
や
猫
は
単
な
る
ペ
ッ
ト
で

は
な
く
、
子
供
の
情
緒
安
定
・
社

会
性
の
発
達
・
責
任
感
の
育
成
・

情
操
教
育
・
健
康
促
進
と
、
多
方

面
に
わ
た
り
地
域
に
価
値
を
も
た

ら
す
存
在
だ
。

　
犬
や
猫
を
撫
で
た
り
一
緒
に
過

ご
し
た
り
す
る
と
、
信
頼 

や
安

心
を
形
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
幸

せ
ホ
ル
モ
ン
」
が
分
泌
さ
れ
る
。

こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て

子
供
の
情
緒
が
安
定
す
る
こ
と

が
、
研
究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
動
物

と
暮
ら
す
子
育
て
世
代
は
確
実
に

増
え
て
い
る
。
そ
の
方
々
に
と
っ

て
は
、
獣
医
師
不
在
の
本
町
は
移

住
先
の
候
補
か
ら
は
真
っ
先
に
外

さ
れ
る
。

問 

全
国
的
に
少
子
化
が
深
刻
化

す
る
一
方
で
、
家
庭
内
で
は
犬
や

猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
「
家
族
の
一

員
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
。
獣
医
師
確
保
に

向
け
た
町
の
具
体
的
行
動
の
意
思

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

ま
ず
は
、
保
健
所
や
獣
医
師

会
等
の
関
係
機
関
を
通
じ
、
診
療

所
の
専
門
外
来
の
よ
う
な
定
期
的

に
往
診
で
来
て
く
れ
る
獣
医
師
を

確
保
し
て
い
き
た
い
。

問 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
獣
医

師
募
集
を
掲
載
し
て
個
別
具
体
的

な
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
む
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
。

答 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
獣
医

師
募
集
を
公
式
に
掲
載
す
る
こ
と

は
、
情
報
の
透
明
性
や
信
頼
性
を

高
め
「
町
が
本
気
で
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
い
う
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

　
ま
ず
は
、
関
係
機
関
等
を
通
じ

た
獣
医
師
確
保
に
努
め
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
へ
の
掲
載
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ペ
ッ
ト
の
存
在
が

ペ
ッ
ト
の
存
在
が

　
　
　
　  

子
ど
も
の
心
を
育
む
！

子
ど
も
の
心
を
育
む
！

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ペ
ッ
ト
獣
医
師
の
募
集
を

　
ペ
ッ
ト
獣
医
師
の
募
集
を

https://youtu.be/7MNSCvQgUrI?si=bWFl5oWj6u5W0ySl


　
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、
本

町
が
独
立
し
た
自
治
体
と
し
て
存

続
し
て
い
く
た
め
に
、
最
も
重
要

な
資
源
は
「
人
」
だ
。

　

職
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が

年
々
高
度
化
し
価
値
観
も
変
化
す

る
な
か
、
従
来
の
人
事
戦
略
を
抜

本
的
に
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
。

　

職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、

や
り
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境

こ
そ
が
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
支

え
、
選
ば
れ
る
自
治
体
と
な
る
。

職員一人一人が幸せと職員一人一人が幸せと

立立
たていしたていし

石石  光光
こうすけこうすけ

助助議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

国
の
指
針
・
社
会
の
変
化
に

国
の
指
針
・
社
会
の
変
化
に

　
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
は

　
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
は

(22)

問 

国
の
「
人
材
育
成
・
確
保
基

本
方
針
策
定
指
針
」
改
定
へ
の
対

応
と
本
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答 

国
の
指
針
改
正
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
需
要
を
踏
ま
え
、
今
年
度

中
に
本
町
の
計
画
を
策
定
す
る
。

　

職
員
と
職
場
の
双
方
が
成
長

し
、
持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
目

指
す
。

【  質 問 を 終 え て  】

持 続 的 な 町 政 運 営 実 現 の 人 事 戦 略持 続 的 な 町 政 運 営 実 現 の 人 事 戦 略 に つ い てに つ い て

職
員
に
寄
り
添
っ
た

職
員
に
寄
り
添
っ
た

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
を

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
を

問 

職
員
へ
の
異
動
希
望
調
査
は

で
き
な
い
か
。
全
員
を
希
望
通
り

に
配
置
す
る
の
は
ま
ず
無
理
だ
と

思
う
が
、
職
員
の
希
望
と
町
の
意

向
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
職

員
本
人
が
将
来
設
計
し
や
す
く
な

る
の
で
は
。

答 

そ
の
方
が
職
員
と
町
民
双
方

に
良
い
と
思
う
が
、
人
事
異
動
が

激
し
く
希
望
通
り
は
困
難
な
の
が

現
実
。
た
だ
不
平
不
満
も
多
い
た

め
、一
度
希
望
を
と
っ
て
み
た
い
。

　
ま
た
現
状
の
人
事
評
価
制
度
に

は
希
望
調
査
の
項
目
は
な
い
が
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
必
要
な
こ
と
は

計
画
に
盛
り
込
む
考
え
だ
。

問 

職
員
の
本
音
や
困
り
事
を
引

き
出
す
面
談
は
で
き
て
い
る
か
。

答 

管
理
職
に
は
評
価
と
個
人
の

悩
み
の
両
面
を
聞
く
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
。
話
し
て
く
れ
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
が
い
る
た
め
、
業

務
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
聞

き
出
す
努
力
は
し
て
い
る
。

(23)

問
「
対
話
」
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
支
援
が
重
要
だ
。

　
以
前
、
職
員
が
や
り
た
い
仕
事

が
で
き
ず
に
退
職
し
、
島
外
へ
転

出
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
意
欲

あ
る
若
者
の
島
外
へ
流
出
は
、
役

場
・
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
損
失

で
、
親
族
に
と
っ
て
は
と
て
も
寂

し
い
こ
と
だ
。

　
最
近
の
調
査
で
は
新
入
社
員
は

成
長
と
貢
献
を
仕
事
に
求
め
て
い

る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
選
ば
れ
る
自
治
体
と

な
る
た
め
に
本
気
で
職
員
と
対
話

し
、
成
長
と
貢
献
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
「
キ
ャ
リ
ア
形

成
」の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

新
方
針
で
は
、
若
手
は
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
視
野
を
広
げ
、
中

堅
以
降
は
専
門
性
を
重
視
し
た
配

置
や
、
管
理
職
・
専
門
職
を
選
択

で
き
る
制
度
を
検
討
す
る
。

　
「
対
話
」
を
重
視
し
、
個
人
の

希
望
と
組
織
の
方
針
の
丁
寧
な
調

整
に
努
め
る
。

　デジタル技術が日進月歩で進化し、超高齢社会まっただ中、
ふるさと納税などの新しい制度への対応、公共施設やインフ
ラが軒並み老朽化していき、気候変動への対応も。課題は増
え続け、職員一人の負担も増え続けています。
　社会構造や価値意識は変わっているのに、変わらない人事
制度、社会規範により職員は着実に疲弊しています。選ばれ
る自治体になるために、柔軟に変わり続ける必要があります。
　役場だけではなく、議会も地域も事業者もみんな一緒に。

成
長
と
貢
献
を
実
感
で
き

成
長
と
貢
献
を
実
感
で
き

　
　
　
選
ば
れ
る
自
治
体
に

　
　
　
選
ば
れ
る
自
治
体
に

問 

本
町
で
は
長
年
、
３
年
程
度

で
の
人
事
異
動
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
。
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
に

対
し
、
職
員
一
人
が
担
う
業
務
の

範
囲
が
増
え
る
な
か
、
短
期
間
で

担
当
が
変
わ
る
体
制
で
は
知
識
や

継
続
的
な
住
民
と
の
信
頼
関
係
構

築
は
困
難
で
、
制
度
の
見
直
し
が

必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
。

　
他
自
治
体
で
は
改
革
が
行
わ
れ

て
い
る
が
本
町
の
方
針
は
。

答 

行
政
課
題
の
高
度
化
に
対
応

す
る
た
め
、
従
来
の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス

ト
育
成
か
ら
、
中
堅
以
降
は
専
門

性
を
高
め
る
配
置
へ
と
転
換
を
図

り
る
。

　

課
題
解
決
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
町
民
満
足
度
の
向
上
と
職
員

の
働
き
が
い
の
両
立
に
つ
な
げ

る
。

　   働きがいを感じる職場に！　   働きがいを感じる職場に！

問 

海
士
町
で
は
「
半
官
半
Ⅹエ
ッ
ク
ス」

と
い
う
、
今
の
時
代
に
あ
っ
た
魅

力
的
な
雇
用
制
度
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
職
員
の

獲
得
と
、
地
域
課
題
解
決
が
加
速

し
て
い
る
が
、
本
町
で
も
検
討
で

き
な
い
か
。

答 

業
務
過
多
で
町
民
と
十
分
な

会
話
が
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
。

ま
ず
は
そ
こ
を
整
理
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
。
半

官
半
Ⅹ
が
町
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

前
例
踏
襲
か
ら
脱
却
し

前
例
踏
襲
か
ら
脱
却
し

　
　
魅
力
あ
る
人
事
制
度
を

　
　
魅
力
あ
る
人
事
制
度
を

https://youtu.be/BmI2huuFp0Q?si=8gjbT9JdtO07cMEN
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コロナ禍 保存工事

(25)

116
年
の
歴
史
を
、
未
来
へ

旧
野
首
教
会
保
存
修
理
工
事
　
竣
工

(24)

22億億

総事業費総事業費

8,0628,062万万
8,7008,700円円

小値賀町小値賀町

施　主施　主

工　期工　期

55年年
10月10月
1日1日

令
和
令
和自

77年年
11月11 月
25日25日

令
和
令
和至

㈱友建設㈱友建設

元　請元　請

　
本
紙
１
３
１
号
、
１
３
３
号

で
追
っ
て
き
た
本
工
事
に
関
す

る
特
集
も
、本
回
で
完
結
で
す
。

　
本
回
で
は
工
事
の
全
体
像
と

と
も
に
、
議
会
が
注
視
し
て
き

た
来
訪
者
数
へ
の
影
響
、
財
政

面
や
今
後
期
待
す
る
こ
と
等
を

報
告
し
ま
す
。

　
３
か
年
と
い
う
長
期
間
の
工

事
の
た
め
、
野
崎
島
へ
の
来
訪

者
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
結
果
を
検
証
す
る
た

め
、
県
が
毎
月
公
表
し
て
い
る

デ
ー
タ
を
確
認
し
た
（
下
表
）。

　
確
か
に
減
少
は
し
て
い
る
も

の
の
、
他
の
離
島
地
域
も
同
様

に
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
た

め
、
工
事
に
よ
る
休
館
が
来
訪

者
数
に
大
き
く
影
響
し
た
と
は

読
み
取
り
に
く
い
。

　
一
方
で
、
構
成
資
産
の
中
で

来
訪
者
が
最
も
少
な
く
、
こ
れ

を
増
や
す
こ
と
が
大
き
な
課
題

だ
。
積
極
的
な
観
光
客
の
誘
致

や
町
民
へ
の
呼
び
か
け
、
グ
リ

ス
ロ
（
※
１
）
導
入
等
、
今
後

の
運
用
に
注
視
し
た
い
。

　
令
和
５
年
度
当
初
、
町
は
元

利
償
還
金
の
大
部
分
が
交
付
税

措
置
（
※
２
）
さ
れ
る
有
利
な

地
方
債
「
辺
地
債
」
を
約
１
億

円
活
用
す
る
計
画
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
文
化
財
に
対
す
る

特
別
交
付
税
の
算
定
を
優
先

（
地
方
債
と
の
併
用
不
可
）
し

た
た
め
、
一
般
財
源
へ
組
み
替

え
た
。
結
果
と
し
て
特
別
交
付

税
は
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
性
質
上
、
金
額
の
内

訳
が
明
示
さ
れ
な
い
た
め
詳
細

な
財
源
的
評
価
は
難
し
い
。

　

実
績
と
し
て
は
、
令
和
５
・

６
年
度
は
補
助
金
以
外
を
主
に

一
般
財
源
（
現
金
）
で
賄
い
、

最
終
年
度
の
令
和
７
年
度
に
一

部
起
債
を
適
用
す
る
形
と
な
っ

た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

当
初
計
画
と
は
異
な
る
財
源
構

成
で
の
執
行
と
な
っ
た
が
、
今

後
は
こ
の
投
資
を
上
回
る
よ
う

な
施
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。

　
同
日
午
後
か
ら
は
友
建
設
主

催
の
「
お
ぢ
か
こ
ど
も
職
人
体

験
工
房
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
企
画
は
、
工
事
に
携
わ
っ
た

職
人
の
方
々
か
ら
直
接
そ
の
技

を
教
わ
る
こ
と
が
出
来
る
、
非

常
に
贅
沢
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　
参
加
し
た
子
供
達
の
目
は
輝

き
に
満
ち
て
お
り
、
こ
の
経
験

が
将
来
何
か
の
行
動
や
思
考
、

意
思
決
定
の
き
っ
か
け
と
な
る

だ
ろ
う
と
希
望
を
感
じ
た
。

　
ま
た
、
本
工
事
を
見
事
に
成

し
遂
げ
た
職
人
の
方
々
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
大
工
、
左
官
、
レ
ン
ガ
、

瓦
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
舞
台
裏
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味

深
く
感
動
と
学
び
の
多
い
時
間

と
な
っ
た
。

　
令
和
７
年
12
月
13
日
、
離
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
竣
工
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
関
係

者
や
町
民
ら
が
完
工
を
祝
っ

た
。

　
施
工
し
た
友
建
設
の
加
山
常

務
は
講
演
で
「
自
然
と
の
闘
い

だ
っ
た
」「
歴
史
と
未
来
を
紡

い
だ
」
と
難
工
事
を
振
り
返
り

つ
つ
、
熱
い
想
い
を
語
っ
た
。
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（データは長崎県 HP より。離島エリアのみ抽出しグラフに編集）
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世界遺産
登録
▼

世界遺産構成資産
来訪者推移（離島エリア）

野崎島の集落跡
黒島の集落

江上集落（奈留島）
久賀島の集落

頭ヶ島の集落

　
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）、

名
工
・
鉄
川
與よ
す
け助

の
設
計
に
よ

り
、
当
時
の
野
崎
島
に
住
む
信

徒
が
私
財
を
投
じ
て
建
て
た
旧

野
首
教
会
。

　
世
界
文
化
遺
産
の
構
成
資
産

と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
大

規
模
な
保
存
修
理
工
事
が
令
和

５
年
度
に
着
工
。

　
シ
ケ
や
台
風
、
猛
暑
と
い
っ

た
困
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、

令
和
７
年
11
月
25
日
、
つ
い
に

竣
工
を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
次
離
島
で
の
保
存
工
事
と

い
う
難
工
事
を
、
大
き
な
追
加

費
用
や
遅
延
な
く
完
了
さ
せ
た

事
業
関
係
者
の
皆
様
の
並
々
な

ら
ぬ
ご
尽
力
に
、
感
謝
の
念
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。

 

長
期
間
の
受
入
休
止
は

　

 

来
訪
者
数
に
は
影
響
小

特集記事｜最終回

 

有
利
な
地
方
債
か
ら

　
一
般
財
源
に
組
替
え

　
保
存
修
理
工
事
が
完
了
し
た

旧
野
首
教
会
は
小
値
賀
町
の
誇

り
で
あ
り
、
世
界
中
か
ら
人
々

を
迎
え
る
平
和
と
祈
り
の
象
徴

で
も
あ
る
。
ま
た
、
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
や
教
育
等

の
核
と
な
る
活
き
た
遺
産
だ
。

　
こ
の
大
き
な
投
資
を
い
か
に

町
の
活
性
化
へ
と
繋
げ
て
い
く

か
。
他
の
文
化
財
の
在
り
方
を

含
め
、
議
会
は
竣
工
後
の
運

用
・
活
用
に
つ
い
て
も
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

本格的な教会模型を子供たちが製作した

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

職
人
の
方
々
も
楽
し
そ
う
に
子

供
達
と
交
流
し
て
い
た
点
だ
。

イ
ベ
ン
ト
も
工
事
も
大
成
功
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
※
２
）
交
付
税
措
置
と
は
？

　
特
定
の
事
業
に
対
す
る
経
費（
地

方
債
の
返
済
額
に
対
す
る
財
源
等
）

が
、
将
来
的
に
普
通
交
付
税
や
特

別
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
間
接
的

に
補
填
さ
れ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ

る
制
度
。

熱い想いを語る加山常務

 

竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

（
※
１
）
グ
リ
ス
ロ
と
は
？

　

電
動
小
型
車
両
。
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
略
称
。

現
在
、
野
崎
港
～
旧
野
首
教
会

間
で
実
証
試
験
中
。
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131
号
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設計者の司会のもと
職人の方々がそれぞれの苦労や想いを語った

過
去
の
特
集
記
事
は

こ
ち
ら
か
ら

 

投
資
を
上
回
る
施
策
を

千万

10
8
6
4
2

12
14
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議
員
紹
介
！

議
員
紹
介
！

宮
﨑
宮
﨑  
良
保
議
員

良
保
議
員

議
席
番
号
八
番

議
席
番
号
八
番

　
「
新
人
議
員
紹
介
」
か
ら
始
ま
り
「
新
人
じ
ゃ
な
い
議
員
紹
介
」
へ

と
進
化
（
？
）
し
た
新
シ
リ
ー
ズ
も
、
本
号
で
最
終
章
で
す
。

　

ト
リ
を
つ
と
め
る
の
は
、
わ
れ
ら
が
リ
ー
ダ
ー
宮
㟢
議
長
で
す
。
個

性
豊
か
な
７
人
の
議
員
た
ち
を
束
ね
導
く
、
高
難
易
度
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
こ
な
す
議
長
は
、
何
を
語
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
よ
い
よ
最
終
章
は

じ
ま
り
ま
す
！　

　

昔
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

ＱＱ  

幼
少
期
は
ど
ん
な
子
で
し
た
か
。

幼
少
期
は
ど
ん
な
子
で
し
た
か
。

ＡＡ  

唐
見
崎
と
言
う
小
さ
な
集
落
で

唐
見
崎
と
言
う
小
さ
な
集
落
で

生
ま
れ
、
半
農
半
漁
で
集
落
み
ん
な

生
ま
れ
、
半
農
半
漁
で
集
落
み
ん
な

で
協
力
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し

で
協
力
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
子
ど
も
が

た
。
当
時
は
子
ど
も
が
5050
名
程
度
い

名
程
度
い

た
た
め
集
落
に
青
少
年
自
治
会
が
あ

た
た
め
集
落
に
青
少
年
自
治
会
が
あ

り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
ら
れ
て
い
ま

り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

し
た
。

ＱＱ  

初
め
て
立
候
補
し
た
の
は
い
つ

初
め
て
立
候
補
し
た
の
は
い
つ

で
、い
ま
ト
ー
タ
ル
何
年
目
で
す
か
。

で
、い
ま
ト
ー
タ
ル
何
年
目
で
す
か
。

ＡＡ  

初
め
て
立
候
補
し
た
の
は
、
平

初
め
て
立
候
補
し
た
の
は
、
平

成成
1919
年
で
、
現
在
５
期
目
の
ト
ー
タ

年
で
、
現
在
５
期
目
の
ト
ー
タ

ルル
1919
年
に
な
り
ま
す
。

年
に
な
り
ま
す
。

ポーズに時代を感じますポーズに時代を感じます

新
人
新
人  
じじ  
ゃゃ  
なな  
いい

　　

Like this old m
an

Like this old m
an

（
こ
の
老

（
こ
の
老

人
の
よ
う
に
）

人
の
よ
う
に
）

（
ウ
イ
リ
ア
ム・ス
ミ
ス・ク
ラ
ー
ク
）

（
ウ
イ
リ
ア
ム・ス
ミ
ス・ク
ラ
ー
ク
）

ＱＱ  

長
年
の
議
員
生
活
で
一
番
う
れ

長
年
の
議
員
生
活
で
一
番
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
。

し
か
っ
た
こ
と
は
。

ＡＡ  

人
生
の
大
半
を
第
一
次
産
業
に

人
生
の
大
半
を
第
一
次
産
業
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
議
員
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
議
員
に

な
っ
て
町
民
す
べ
て
の
人
と
話
す
機

な
っ
て
町
民
す
べ
て
の
人
と
話
す
機

会
を
得
た
こ
と
と
、
多
く
の
仲
間
が

会
を
得
た
こ
と
と
、
多
く
の
仲
間
が

増
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

増
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ＱＱ  

一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
。

一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
。

ＡＡ  

つ
ら
か
っ
た
事
や
悲
し
か
っ
た

つ
ら
か
っ
た
事
や
悲
し
か
っ
た

事
、
怒
り
さ
え
あ
っ
た
人
生
で
し
た

事
、
怒
り
さ
え
あ
っ
た
人
生
で
し
た

が
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
機
会
を
得

が
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
機
会
を
得

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
し
て
そ

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
し
て
そ

れ
を
乗
り
越
え
た
時
は
、
そ
の
す
べ

れ
を
乗
り
越
え
た
時
は
、
そ
の
す
べ

て
を
忘
れ
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で

て
を
忘
れ
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。

す
ね
。

ＱＱ  

次
期
候
補
者
に
は
ど
の
よ
う
な

次
期
候
補
者
に
は
ど
の
よ
う
な

人
に
立
候
補
し
て
ほ
し
い
で
す
か
。

人
に
立
候
補
し
て
ほ
し
い
で
す
か
。

ＡＡ  

タ
カ
ノ
目
、
草
の
芽
を
持
つ
人

タ
カ
ノ
目
、
草
の
芽
を
持
つ
人

に
立
候
補
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

に
立
候
補
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
と
是
非
女
性
の
立
候
補
を
お
願
い

れ
と
是
非
女
性
の
立
候
補
を
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

ＱＱ  

立
候
補
し
や
す
い
雰
囲
気
の
醸

立
候
補
し
や
す
い
雰
囲
気
の
醸

成
も
大
切
で
す
よ
ね
。
最
後
に
議
長

成
も
大
切
で
す
よ
ね
。
最
後
に
議
長

と
し
て
達
成
し
た
い
目
標
を
教
え
て

と
し
て
達
成
し
た
い
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

ＡＡ  

町
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
将

町
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
将

来
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
、

来
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
、

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
。

で
す
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
全
８
回
に
わ
た
っ
て
続
い
た
本
シ

　
全
８
回
に
わ
た
っ
て
続
い
た
本
シ

リ
ー
ズ
も
本
回
で
終
了
し
ま
す
。
次

リ
ー
ズ
も
本
回
で
終
了
し
ま
す
。
次

号
以
降
の
新
企
画
の
ご
意
見
や
ご
要

号
以
降
の
新
企
画
の
ご
意
見
や
ご
要

望
等
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

望
等
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(27)

ＱＱ  

議
長
就
任
後
約
３
年
が
経
ち
ま

議
長
就
任
後
約
３
年
が
経
ち
ま

す
が
、
今
の
率
直
な
気
持
ち
は
。

す
が
、
今
の
率
直
な
気
持
ち
は
。

ＡＡ  

議
長
に
就
い
て
町
民
や
議
員
等

議
長
に
就
い
て
町
民
や
議
員
等

の
意
見
を
聴
く
な
か
で
、
い
か
に
中

の
意
見
を
聴
く
な
か
で
、
い
か
に
中

立
を
保
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

立
を
保
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
か
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

い
か
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

ＱＱ  

座
右
の
銘
は
。

座
右
の
銘
は
。

ＡＡ  

少
年
よ
大
志
を
抱
け
。

少
年
よ
大
志
を
抱
け
。

　
そ
れ
は
お
金
の
為
で
あ
っ
て
は
な

　
そ
れ
は
お
金
の
為
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
地
位
や
名
誉
の
為
で
も

ら
な
い
。
地
位
や
名
誉
の
為
で
も

あ
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
一
時
の
欲

あ
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
一
時
の
欲

求
を
求
め
て
も
い
け
な
い
。人
間
が
、

求
を
求
め
て
も
い
け
な
い
。人
間
が
、

す
べ
て
の
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
に
な

す
べ
て
の
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
に
な

る
た
め
の
大
志
を
抱
け
。

る
た
め
の
大
志
を
抱
け
。

十一月会十一月会議議ッ！ッ！
令和７年 11 月 7 日令和７年 11 月 7 日

  

産
建
委
員
会
で
は

産
建
委
員
会
で
は

　
　
　
　
全
会
一
致
で
否
決

　
　
　
　
全
会
一
致
で
否
決

　

令
和
７
年
７
月
22
日
に
議
会
に
提
出
さ

れ
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
議
案
第
57
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」、

す
な
わ
ち
「
旧
家
畜
市
場
の
活
用
に
よ
る
牛

の
肥
育
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
課
題

に
対
し
て
慎
重
に
審
査
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
当
初
よ
り
近
隣
住

民
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
、
委
員

会
と
し
て
、
こ
れ
は
事
業
の
根
幹
に
関
わ
る

重
大
な
問
題
と
捉
え
た
。

　
委
員
会
と
し
て
ま
ず
執
行
部
に
対
し
、
近

隣
住
民
の
理
解
と
同
意
を
得
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
解
決
策
の
提
示
を
求
め
た
。

　
し
か
し
、
住
民
の
理
解
と
合
意
形
成
は
得

ら
れ
て
い
な
い
状
況
だ
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、
小
値
賀
牛
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
、
熱
意
あ
る
生
産
者
を
支
援
す
る

姿
勢
に
は
一
貫
し
て
賛
成
で
、
事
業
そ
の
も

の
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、「
議
案
第
57
号　

財
産
の
取
得

に
つ
い
て
」
す
な
わ
ち
旧
家
畜
市
場
活
用
事

事
業
実
施
の
環
境
が
整
わ
ず
　
否
決

事
業
実
施
の
環
境
が
整
わ
ず
　
否
決

　
　
　
　
～～
旧
家
畜
市
場
の
活
用
に
よ
る
肥
育
事
業

旧
家
畜
市
場
の
活
用
に
よ
る
肥
育
事
業
～～

業
は
、
現
段
階
で
の
実
施
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、
当
該
議
案
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
全
会
一
致

で
否
決
す
べ
き
も
の
と
結
論
づ
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
委
員
長
）

財産（旧家畜市場）の取得は賛成１反対６で否決された

  

執
行
部
提
案
に
対
し

執
行
部
提
案
に
対
し

      
      

賛
成
１

賛
成
１
反
対
６

反
対
６
でで
否
決
否
決

委
員
会
報
告
（
要
約
）

委
員
会
報
告
（
要
約
）

最最  

終終  

回回

【
森
岡
議
員
】
肥
育
事
業
に
は
賛
成
だ
が
、

周
辺
住
民
に
丁
寧
な
説
明
が
さ
れ
て
お
ら
ず

理
解
を
得
て
い
な
い
。
町
民
軽
視
だ
。

【
江
川
議
員
】
肥
育
事
業
に
は
賛
成
だ
が
、

町
の
利
益
の
た
め
に
誰
か
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

【
今
田
議
員
】
①
近
隣
住
民
の
精
神
的
負
担

②
臭
気
の
問
題
が
未
解
決
③
基
金
条
例
第1

条
に
規
定
さ
れ
た
土
地
に
該
当
し
な
い
④
地

方
自
治
法
に
違
反
す
る
財
政
運
営
上
の
手
続

き
的
な
大
き
な
瑕
疵
。

【
立
石
議
員
】
こ
の
ま
ま
進
め
る
と
周
辺
住

民
は
一
生
傷
つ
い
て
し
ま
う
。

【
小
辻
議
員
】
こ
の
決
定
は
反
対
の
た
め
の

反
対
だ
。
ダ
メ
な
判
断
だ
。

  

反反    

対対

  

賛賛    

成成

ここから動画がここから動画が
見られます見られます

https://youtu.be/lW3CZL-CN2s


 　

編

集

後

記

編

集

後

記

　
本
会
議
場
に
は
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
。

　
ざ
わ
め
き
の
中
、
傍
聴
席
に
は

小
学
６
年
生
や
各
学
校
の
先
生

方
、
多
く
の
保
護
者
が
集
ま
り
、

そ
の
時
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
午
後
２
時
。

　
ベ
ル
が
鳴
り
響
き
、
一
瞬
の
静

寂
の
後
、
模
擬
議
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
４
つ
の
班
に
分
か

れ
、
自
分
た
ち
が
住
む
小
値
賀
町

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
調
査
と

検
討
を
重
ね
、
そ
の
熱
い
思
い
を

真
剣
に
訴
え
、
町
長
の
考
え
を
質

し
ま
す
。

　

議
場
は
徐
々
に
活
気
を
帯
び
、

答
弁
へ
の
鋭
い
再
質
問
を
繰
り
出

す
姿
は
実
に
ク
ー
ル
で
、
彼
ら
が

将
来
の
小
値
賀
町
を
担
っ
て
い
く

存
在
だ
と
頼
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。
彼
ら
の
取
り
組
み
を
目
の
前

で
見
て
、
私
も
町
議
会
議
員
と
し

て
町
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
尽
く
そ
う

と
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
新
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。（
今
田
光
弘
委
員
）

編集：広報常任委員会｜発行責任者：小値賀町議会議長｜☏ 0959-56-3111（役場議会事務局）

　
表
紙
の
写
真
は
、
令
和
７
年

　
表
紙
の
写
真
は
、
令
和
７
年
1111
月月
2626
日
に
小

日
に
小

値
賀
町
議
会
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
中

値
賀
町
議
会
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
中

学
生
模
擬
議
会
」
の
様
子
で
す
。

学
生
模
擬
議
会
」
の
様
子
で
す
。

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

　

町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
役
場
職
員
の
方
々
、

　

町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
役
場
職
員
の
方
々
、

議
会
の
皆
様
、
改
め
て
、
小
値
賀
の
皆
さ
ん
の

議
会
の
皆
様
、
改
め
て
、
小
値
賀
の
皆
さ
ん
の

心
温
ま
る
優
し
さ
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

心
温
ま
る
優
し
さ
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
小
値
賀
の
こ

　
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
小
値
賀
の
こ

と
を
知
り
、
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に
考
え
る

と
を
知
り
、
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
模
擬
議
会
へ
の

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
模
擬
議
会
へ
の

取
り
組
み
で
、
私
た
ち
が
改
め
て
感
じ
た
こ
と

取
り
組
み
で
、
私
た
ち
が
改
め
て
感
じ
た
こ
と

は
、
美
し
い
景
色
、
温
か
い
人
々
、
歴
史
、
み

は
、
美
し
い
景
色
、
温
か
い
人
々
、
歴
史
、
み

ん
な
の
思
い
、
ど
の
地
域
に
も
負
け
な
い
魅
力

ん
な
の
思
い
、
ど
の
地
域
に
も
負
け
な
い
魅
力

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
４
月
か
ら
夢
や
希
望
を
求
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
ま
す
。
小
値
賀
を
離
れ

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
、

小
値
賀
は
私
た
ち
の
大
切
な
故
郷
で
す
。
離
れ

て
も
、
大
人
に
な
っ
て
も
、「
小
値
賀
が
ず
っ

と
大
好
き
で
す
。」

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
小
値
賀

が
、
明
る
く
、
仲
良
く
、
若
い
人
が
増
え
て
、

お
年
寄
り
も
安
心
し
て
住
め
る
島
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。　
　
　
　
（
生
徒
代
表　
江
川
ろ
こ
）

中
学
生
か
ら
お
礼
の
言
葉

中
学
生
か
ら
お
礼
の
言
葉
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小値賀町議会公式
SNS も併せてご覧
ください。

「ギカイの窓」
開いています！

ご意見等はこちら→

https://www.youtube.com/channel/UCB7S-IJE9q1dhg3yLaYZs8A
https://www.facebook.com/ojikagikai/?locale=ja_JP
MATMSG:TO:gikaisodan@town.ojika.lg.jp;SUB:%E3%80%8C%E3%82%AE%E3%82%AB%E3%82%A4%E3%81%AE%E7%AA%93%E3%80%8D%E3%81%B8%E3%81%AE%E6%8A%95%E7%A8%BF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6;BODY:;;
https://www.town.ojika.lg.jp/gyosei_joho/5/3/422.html

